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特 集 Ⅰ ピックアップ！おしゃまんべピックアップ！おしゃまんべ 町民の活動報告町民の活動報告町民の活動報告
　
６
月
５
日
、
長
万
部
町
役
場
に
て
長
万

部
町
温
泉
地
区
に
お
住
ま
い
の
神
野
武
夫

さ
ん
の
高
齢
者
叙
勲
「
旭
日
単
光
章
」
の

伝
達
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
野
さ
ん
は
、
長
万
部
町
議
会
議
員
を

三
期
十
二
年
間
努
め
、
町
政
の
執
行
に
多

大
な
る
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動

を
長
年
に
わ
た
り
実
践
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
度
、
そ
の
実
績
が
讃
え
ら
れ
、
勲

記
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

神
野
武
夫
さ
ん
が
高
齢
者
叙
勲

旭
日
単
光
章
を
受
章

神
野
武
夫
さ
ん
が
高
齢
者
叙
勲

旭
日
単
光
章
を
受
章

　
こ
の
度
、
元
消
防
長　
影
浦
和
康
さ
ん

が
第
叅₀
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
お
い

て
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
影

浦
さ
ん
は
昭
和
㆕㆕
年
４
月
に
長
万
部
町
消

防
本
部 

消
防
士
を
拝
命
以
来
、
㆕㆒
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
常
に
消
防
使
命
の
重
要

性
を
認
識
し
、
強
固
な
意
志
で
職
務
完
遂

に
努
め
、
中
で
も
平
成
５
年
７
月
に
発
生

し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
で
は
自
ら
も
被

災
者
で
あ
り
な
が
ら
応
援
出
動
隊
員
と
し

て
奥
尻
島
へ
お
も
む
き
、
過
酷
な
環
境
の

中
で
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
津
波
の
警
戒

活
動
な
ど
を
務
め
あ
げ
る
な
ど
長
期
に
わ

た
り
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
度
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

元
長
万
部
消
防
長
　
影
浦
和
康
さ
ん
が
第
叅₀
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
６
月
８
日
、９
日
の
両
日
、鉄
道
建
設
・

運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
主
催
の
説
明
会

が
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
２
日

間
で
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
長
万
部
駅
周
辺
を
地
平
駅
か
ら
高
架
駅

に
構
造
変
更
し
た
こ
と
や
、
町
内
ト
ン
ネ

ル
以
外
（
明
か
り
区
間
）
の
工
事
の
進
め

方
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
、

役
場
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
よ
り
、
長
万

部
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
説

明
が
行
わ
れ
、
町
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
新
幹
線
開
業
効
果
を
最
大
限
発
揮
出

来
る
よ
う
様
々
な
取
組
み
を
進
め
て
い
く

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道
新
幹
線
建
設
工
事
に
関
す
る

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
長
万
部
消
防
長
　
影
浦
和
康
さ
ん
が
第
叅₀
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

北
海
道
新
幹
線
建
設
工
事
に
関
す
る

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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■町内の投票所一覧
投票区 投 票 所 施 設 名 投　票　時　間 該　　当　　地　　域

１ 国 縫 振 興 会 館
午前７時～午後６時

豊津、豊野、茶屋川、国縫、花岡の一部

２ 中 の 沢 振 興 会 館 花岡、中ノ沢、平里の一部

３ 長 万 部 小 学 校

午前７時～午後８時

大浜、曙、大町

４ 長 万 部 町 役 場 本町、元町、旭浜、栄原、共立

５ 長万部町ファミリースポーツセンター 富野、陣屋、温泉、高砂、栗岡

６ さ か え 保 育 所 平里、南栄、新開

７ 双 葉 振 興 会 館
午前７時～午後６時

美畑、双葉、大峯、知来、蕨岱

８ 静 狩 振 興 会 館 静狩

◆
投
票
で
き
る
人

　

平
成
1㆓
年
７
月
９
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
叅₀
年
４
月
２

日
ま
で
に
長
万
部
町
に
転
入
届
出

を
し
て
、
引
き
続
き
長
万
部
町
に

住
所
の
あ
る
長
万
部
町
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、

投
票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
所
の
場
所
と
時
間

　

投
票
所
の
場
所
と
時
間
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
６

月
1⓺
日
以
後
に
長
万
部
町
内
の
転

居
の
届
出
を
し
た
人
の
投
票
所

は
、
前
の
住
所
の
投
票
所
に
な
り

ま
す
の
で
、
入
場
券
を
ご
確
認
願

い
ま
す
。

◆
投
票
所
の
環
境
向
上

　

車
イ
ス
や
座
っ
た
ま
ま
記
載
で

き
る
記
載
台
、
老
眼
鏡
を
用
意
し

て
い
る
投
票
所
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
の
不
自
由
な
方
や
字

の
書
け
な
い
方
の
た
め
に
、
職
員

が
代
わ
り
に
投
票
用
紙
に
候
補
者

の
氏
名
を
記
載
す
る「
代
理
投
票
」

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
積
極
的
に

介
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
職
員
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

◆
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
期

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
不
在
者
投
票

　

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
町
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
行
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
っ

た
り
、
介
護
保
険
の
要
介
護
５
に

認
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
自
宅
で

投
票
で
き
る
「
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
用
紙
へ
の
記
載

　

町
長
選
挙
の
投
票
用
紙
に
は
候

補
者
の
氏
名
を
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
記
載

は
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
公
営
の
選
挙
運
動

　

町
内
叅4
か
所
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
掲
示
板

を
壊
し
た
り
、
候
補
者
の
ポ
ス

タ
ー
を
や
ぶ
い
た
り
、
い
た
ず
ら

を
す
る
と
、
公
職
選
挙
法
で
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
る
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
所
職
員
の
服
装
に
つ
い
て

　

投
票
所
の
堅
い
雰
囲
気
を
和
ら

げ
る
た
め
、
服
装
に
つ
い
て
は
軽

装
と
し
て
い
ま
す
。

　

来
る
７
月
８
日（
日
）は
、
町
長

選
挙
の
投
開
票
日
で
す
。

　

選
挙
は
、
民
主
主
義
の
根
幹
を

成
し
、
一
人
ひ
と
り
が
強
い
関
心

と
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
選
挙
権
年

齢
も
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

投
票
当
日
、
都
合
に
よ
り
投
票

に
行
け
な
い
場
合
や
、
レ
ジ
ャ
ー

や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
私
用
が
あ
る

場
合
は
、
期
日
前
投
票
・
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

棄
権
せ
ず
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 選挙のめいすいくん

長万部町長選挙
期日前投票日程

●日　時
　７月４日（水）～７日（土）
　午前８時30分～午後８時
●投票所
　役場１階町民ホール
【問い合わせ先】
　選挙管理委員会事務局
　☎２－２４５１

７月８日
投開票日
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　平成30年第２回町議会定例会が、６
月14日に開かれ、19日に閉会しました。
　この町議会定例会では、木幡町長の行
政報告のあと、承認１件、議案３件、に
ついて審議しました。
　おもな内容は、次のとおりです。

第２回町議会定例会

2018・６・14 開会
◆ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
一
号
）（
専
決
処
分
）

　

平
成
二
十
九
年
度
の
歳
出
に
対

し
て
歳
入
が
不
足
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六

十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
平
成

三
十
年
度
の
歳
入
を
平
成
二
十
九

年
度
に
繰
上
げ
て
補
填
す
る
た
め

の
補
正
予
算
を
地
方
自
治
法
第
百

木幡町長の

＝平成30年６月14日＝

行 政 報 告

七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

◆ 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
夜
間
看
護
業
務
に
従
事
す
る

職
員
の
手
当
支
給
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

支
給
額
１
回

６
８
０
０
円
↓
７
３
０
０
円

◆ 
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の
施

行
に
伴
い
、
平
成
三
十
年
度
地
方

税
法
の
改
正
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
中
小
企
業
が
行
う
一
定
の
先
端

設
備
投
資
の
固
定
資
産
税
を
三
年

間
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
特

例
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
長

万
部
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

　

平
成
年
三
十
度
の
一
般
会
計
予

算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
四

百
八
十
三
万
二
千
円
が
追
加
さ

れ
、
予
算
総
額
四
十
七
億
四
千
六

百
七
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
お
も
な
も
の
は
、
歳
入

が
道
支
出
金
や
繰
越
金
な
ど
の
追

加
、
歳
出
は
、
衛
生
費
な
ど
の
追

加
で
す
。

　

一
般
会
計
は
、
一
億
三
千
百
三

十
四
万
二
千
円
の
繰
越
し
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
明
許
繰
越
分
を
除
い

た
予
算
に
対
し
て
三
千
六
百
十
三

万
五
千
円
の
増
で
、
町
税
が
予
算

に
対
し
二
千
六
十
三
万
六
千
円
の

増
と
な
り
、
歳
出
の
実
質
の
不
用

額
は
、
九
千
五
百
二
十
万
七
千
円

で
あ
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
十
三
万
七
千
円
の
繰
越
し
と

な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

六
千
四
百
二
万
九
千
円
の
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
度

の
赤
字
は
、
平
成
三
十
年
度
の
歳

入
を
繰
り
上
げ
て
補
て
ん
す
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
五
月
三
十
一
日

付
け
で
平
成
三
十
年
度
補
正
予
算

を
専
決
処
分
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
療
養
給
付
費
等
負
担
金

等
は
、
翌
年
度
に
お
い
て
精
算
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
精
算
額
が
確
定

次
第
、
議
会
へ
補
正
予
算
を
提
案

い
た
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
三
千

四
百
八
十
四
万
四
千
円
の
繰
越
し

と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
越
し
と
な
っ
た
主
な
要
因

は
、
介
護
保
険
給
付
費
な
ど
の
減

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、

介
護
保
険
給
付
費
に
係
る
交
付
金

等
は
、
給
付
費
の
割
合
で
交
付
さ

れ
る
も
の
で
、
平
成
三
十
年
度
に

精
算
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
精
算
額

が
確
定
次
第
、
議
会
へ
補
正
予
算

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
、
経
費
の
節
減
に
努
め
る
中
、

各
支
出
科
目
の
不
用
額
の
発
生
等

に
よ
り
、
七
百
十
一
万
四
千
円
の

繰
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

ガ
ス
事
業
会
計
は
、
年
間
ガ
ス

販
売
量
が
前
年
度
対
比
四
万
六
千

立
方
メ
ー
ト
ル
増
の
二
十
二
万
四

千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
ガ
ス

売
上
は
一
千
四
百
六
十
五
万
七
千

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
収
支
で
は
、
ガ
ス
販
売
量

の
増
や
経
費
の
節
減
等
に
よ
り
、

四
百
九
万
三
千
円
の
当
年
度
純
利

益
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
欠
損
金

三
億
九
千
三
百
八
十
八
万
七
千
円

か
ら
当
年
度
純
利
益
を
差
し
引
き

し
ま
す
と
、
当
年
度
未
処
理
欠
損

金
は
三
億
八
千
九
百
七
十
九
万
四

千
円
と
な
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
年
間
給
水

量
が
前
年
度
対
比
四
千
立
方
メ
ー

ト
ル
減
の
六
十
万
一
千
立
方
メ
ー

ト
ル
と
な
り
、
給
水
収
益
は
百
七

十
五
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
収
支
で
は
、
経
費
の
節
減

等
に
よ
り
八
百
五
十
一
万
二
千
円

の
当
年
度
純
利
益
と
な
り
、
前
年

度
繰
越
欠
損
金
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余

金
は
八
百
五
十
一
万
二
千
円
と
な

り
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、
前
年
度
に

比
較
し
、
入
院
患
者
数
は
十
九
％

の
増
加
と
な
り
、
入
院
収
益
で
は

一
千
六
百
八
十
八
万
三
千
円
の
増

収
、
外
来
患
者
数
は
五
％
の
減
少

で
、
外
来
収
益
で
は
六
百
三
十
一

万
二
千
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
医

業
費
用
が
七
百
四
十
万
円
の
増

加
、
医
業
外
費
用
が
四
百
五
十
一

万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
収
支
で
は
、
一
般
会
計
か

ら
三
億
円
の
補
助
金
を
繰
入
れ
た

も
の
の
、
期
末
決
算
で
は
二
千
七

百
三
十
九
万
三
千
円
の
当
年
度
純

各
会
計

 

決
算
見
込
み
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損
失
と
な
り
、
こ
の
当
年
度
純
損

失
を
前
年
度
繰
越
欠
損
金
三
億
五

千
五
百
三
十
八
万
五
千
円
に
加
え

ま
す
と
、
当
年
度
未
処
理
欠
損
金

は
三
億
八
千
二
百
七
十
七
万
八
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
会
計
の
詳
細
に
つ
い

て
は
決
算
上
程
の
際
に
関
係
資
料

を
提
出
い
た
し
ま
す
。

　

長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
条

例
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

平
成
二
十
九
年
度
の
寄
付
状
況

は
、
八
一
五
三
件
、
一
億
六
百
十

二
万
三
千
三
百
二
十
四
円
と
な

り
、
前
年
と
比
べ
四
六
七
三
件
、

六
千
五
百
七
十
七
万
一
千
一
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
二
十
九
年
度
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
基
金
を
取
り
崩
し
、

各
目
的
別
事
業
の
財
源
と
し
て
合

計
一
千
九
百
三
十
九
万
三
千
八
百

四
十
四
円
を
充
当
し
、
年
度
末
現

在
の
残
高
状
況
は
一
億
九
千
六
百

十
二
万
一
千
八
百
二
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
返
礼
品
の
登
録
品
数
を

増
や
す
と
と
も
に
、
特
産
品
の
全

国
Ｐ
Ｒ
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
の

拡
大
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
と
大
学
と
の
地
方
創
生
連

携
事
業
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
先
進
的
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
き

ま
し
て
は
、
植
物
工
場
で
三
月
か

ら
生
産
を
開
始
し
て
い
る
高
糖
度

ト
マ
ト
が
順
調
に
生
育
・
収
穫
さ

れ
て
お
り
、
味
・
糖
度
共
に
優
れ

た
品
質
で
生
産
で
き
る
こ
と
が
実

証
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
万
部
産
の
高
糖
度
ト

マ
ト
と
し
て
都
市
圏
の
デ
パ
ー
ト

な
ど
で
の
試
食
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、

五
月
に
は
役
場
ロ
ビ
ー
に
て
町
民

向
け
試
食
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た

が
、
約
二
百
五
十
人
の
町
民
の

方
々
が
試
食
さ
れ
、
果
物
の
よ
う

に
甘
く
て
美
味
し
い
と
の
評
判
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
ハ
ウ
ス
の
増
設
な
ど

設
備
の
拡
充
に
よ
る
生
産
拡
大

と
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ

り
、
販
路
の
確
保
・
拡
大
を
図
る

た
め
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
本
事
業
の
成
功
に
向

け
、
理
科
大
と
連
携
し
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
き
ま
し
て

は
、
長
万
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
ま
と
め

作
業
が
進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
本
年
三
月
に
策
定
作
業
が

完
了
し
、
三
月
二
十
九
日
に
長
万

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
か
ら
町

に
対
し
て
の
提
言
と
し
て
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
提
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、

二
〇
三
〇
年
度
末
の
新
幹
線
開
業

を
見
据
え
て
、
官
民
が
一
体
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
行
動
指
針
で
あ
り
、
長

万
部
町
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
ま
ち
な
み

形
成
、
観
光
振
興
の
三
分
野
、
六

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
三
〇
施
策
か
ら

な
り
、
開
業
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
、
周
辺
自
治
体
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
今
年
度
か
ら

開
業
が
見
込
ま
れ
る
二
〇
三
〇
年

度
ま
で
様
々

な
取
り
組
み

を
着
実
に
進

め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

四
月
に
新
た
に
立
岩
ト
ン
ネ
ル

の
豊
津
工
区
が
発
注
さ
れ
、
六
月

現
在
、
町
内
で
は
三
本
の
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
ル
コ
ツ
工
区
で

は
、
本
抗
へ
到
達
す
る
た
め
の
横

抗
の
掘
削
が
行
わ
れ
て
お
り
、
四

月
か
ら
は
国
縫
地
区
に
お
い
て
発

生
土
の
運
搬
作
業
が
開
始
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
内
浦
ト
ン

ネ
ル
の
静
狩
工
区
に
お
い
て
も
本

年
末
に
掘
削
が
開
始
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、

五
月
に
静
狩
地
区
に
お
い
て
工
事

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
明
か
り
区
間
に
つ
い
て

も
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
か
ら
町
に

対
し
新
幹
線
と
町
道
の
交
差
協
議

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、六
月
八
日
、

九
日
に
は
長
万
部
町
学
習
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
民
向
け
の

北
海
道
新
幹
線
事
業
説
明
会
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
工
事
に
向
け
て

の
準
備
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
先
月

に
は
議
長
と
と
も
に
鉄
道
・
運
輸

機
構
本
社
な
ど
を
訪
問
し
、
長
万

部
町
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
説
明
と
新
幹
線
関
連
工
事

の
町
へ
の
委
託
を
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
ま
す
ま

す
本
格
化
す
る
新
幹
線
工
事
が
円

滑
に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
、
関
係
機

関
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
各
種

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
心
身
に
重
度
の
障
が

い
を
持
つ
方
が
、
社
会
参
加
や
日

常
生
活
の
中
で
タ
ク
シ
ー
を
交
通

手
段
の
一
つ
と
し
て
容
易
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
料
金
の
一
部
を
助

成
し
て
お
り
ま
す
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
は
、
四
月
十
日
か
ら
役
場

窓
口
で
、
十
三
日
に
は
国
縫
・
中

ノ
沢
・
双
葉
・
静
狩
の
各
会
館
に

出
向
き
交
付
手
続
き
を
行
い
ま
し

た
。
五
月
末
ま
で
の
対
象
件
数
は

八
一
八
件
で
、
交
付
件
数
七
〇
四

件
、
八
六
・
一
％
の
交
付
率
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
九
月
十
七
日
の
敬
老
の

日
に
合
わ
せ
、
長
寿
の
お
祝
い
と

社
会
貢
献
へ
の
お
礼
を
こ
め
て
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
九
月
十
日

か
ら
十
二
日
ま
で
と
十
四
日
か
ら

十
七
日
ま
で
の
計
七
日
間
と
、
町

内
に
あ
る
公
衆
浴
場
に
つ
い
て
も

助
成
を
行
い
、
九
月
十
一
日
か
ら

十
七
日
ま
で
の
七
日
間
を
、
そ
れ

ふ
る
さ
と
納
税

東
京
理
科

 

大
学
関
係

北
海
道
新
幹
線

 

関
係

老
人
福
祉
関
係

ま
ち
づ
く
り

 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン



6

ぞ
れ
無
料
開
放
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　

四
月
二
日
に
さ
か
え
保
育
所
の

入
所
式
を
行
い
、
今
年
度
の
入
所

児
童
数
は
、
保
育
定
員
六
十
名
に

対
し
五
十
七
名
の
入
所
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
六
月
途
中
に
三

名
が
入
所
し
六
十
名
と
な
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　

一
時
保
育
事
業
の
四
月
の
利
用

は
、
三
歳
未
満
児
が
三
名
で
延
べ

十
三
日
間
、
小
学
校
低
学
年
児
童

受
入
事
業
の
利
用
は
、
一
・
二
年

生
が
六
名
で
延
べ
四
十
二
日
間
、

保
育
所
に
併
設
し
て
い
る
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
、

延
べ
五
十
三
組
で
百
二
十
二
人
の

親
子
の
利
用
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
委
託
事

業
の
学
童
保
育
所「
な
な
か
ま
ど
」

は
、
現
在
、
小
学
一
年
生
二
名
、

二
年
生
六
名
、
三
年
生
一
名
、
四

年
生
一
名
、
五
年
生
三
名
の
計
十

三
名
の
入
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
施
設
型
幼
稚
園
に
移
行

し
た
、
長
万
部
マ
リ
ア
幼
稚
園
の

今
年
度
の
入
園
児
童
数
は
、
利
用

定
員
六
十
名
に
対
し
四
十
二
名
の

入
園
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
国
縫
振
興
会
館
と

国
縫
消
防
分
団
機
械
器
具
置
場
の

機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
と
し
て

の
、
国
縫
振
興
会
館
等
建
替
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
一
月
三
十

日
の
工
期
で
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　

国
縫
振
興
会
館
の
敷
地
内
に
設

置
す
る
遊
具
・
ベ
ン
チ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
縫
自
治
会
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
し
て
実
施
す

る
た
め
、
こ
の
補
助
金
に
つ
い
て

本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
提
案
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

南
栄
町
老
人
憩
の
家
屋
根
修
繕

工
事
は
、
七
月
十
三
日
の
工
期
で

施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
本
町
の
ゴ

ミ
収
集
総
量
は
、
一
千
九
百
九
十

四
ト
ン
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

四
十
八
ト
ン
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
に
排
出
し
た
可
燃
ゴ
ミ
の
量

は
、
一
千
六
百
七
十
三
ト
ン
で
、

前
年
度
と
比
較
し
二
ト
ン
ほ
ど
減

少
い
た
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
減
量
化
の
一
環
と
し
て

は
、
小
型
家
電
は
役
場
内
に
、
廃

食
用
油
は
各
会
館
等
に
無
料
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
衣
類
に
つ

い
て
は
各
地
域
等
へ
年
二
回
の
巡

回
無
料
回
収
と
役
場
内
担
当
窓
口

で
の
随
時
無
料
回
収
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
ゴ
ミ
の
減
量
に
は
、
町

民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
実
行
が

欠
か
せ
な
い
た
め
、
ゴ
ミ
の
分
別

排
出
に
も
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う

一
層
の
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

昨
年
回
収
し
た
静
狩
地
区
及
び

旭
浜
地
区
の
海
岸
漂
着
物
の
処
理

と
、
本
年
度
実
施
予
定
の
静
狩
地

区
・
旭
浜
地
区
・
長
万
部
地
区
の

海
岸
漂
着
物
の
回
収
・
処
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、
北
海
道
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、
本
事
業
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
、
本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
提

案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

家
畜
の
主
た
る
飼
料
作
物
で
あ

り
ま
す
牧
草
は
、
春
先
の
高
温
多

照
に
よ
り
生
育
は
順
調
に
経
過
し

て
お
り
、
五
月
十
五
日
現
在
の
作

況
状
況
で
は
、
生
育
は
平
年
よ
り

早
く
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、

播
種
作
業
が
平
年
並
に
進
ん
で
い

る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

牧
野
事
業
で
は
、
足
腰
の
強
い

優
良
な
後
継
牛
の
育
成
や
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
と
酪
農
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
、
公
共
牧
場
の
運
営

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
二
十
八
年
度
か
ら
牛
ウ
イ
ル
ス

性
下
痢
の
入
牧
前
検
査
後
に
入
牧

を
実
施
し
て
お
り
、
牧
場
内
で
の

感
染
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

入
牧
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
内
酪
農
家
の
飼
育
牛
は
、
四
月

二
十
七
日
に
共
立
牧
場
へ
百
九
十

五
頭
、
五
月
七
日
に
蕨
岱
牧
場
へ

八
十
八
頭
を
入
牧
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
立
牧
場
は
、
入
牧
頭

数
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
今
年
度

も
豊
浦
町
及
び
洞
爺
湖
町
の
酪
農

家
の
飼
育
牛
の
預
託
を
受
入
れ
、

五
月
十
七
日
に
百
十
三
頭
の
入
牧

が
終
了
し
、
合
計
三
百
九
十
六
頭

が
入
牧
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
乳
生
産
量
は
、
一
月
か
ら
四

月
ま
で
三
千
二
百
三
十
二
ト
ン
、

乳
代
は
二
億
九
千
六
百
八
十
五
万

円
と
な
り
、
前
年
に
比
較
し
八
十

七
ト
ン
の
減
と
な
り
、
乳
代
で
は

二
百
六
十
一
万
円
の
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

黒
毛
和
牛
の
一
月
か
ら
四
月
ま

で
の
販
売
頭
数
は
八
十
六
頭
、
販

売
金
額
は
六
千
三
十
七
万
円
と
な

り
、
前
年
に
比
較
し
、
販
売
頭
数

で
八
頭
の
減
と
な
り
、
販
売
金
額

で
は
一
千
百
五
十
六
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
の
環

境
林
整
備
事
業
で
実
施
す
る
共
立

地
区
の
地
拵
・
植
栽
事
業
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
は
、
四
月
二
十
七
日
に
着

工
し
、
五
月
三
十
一
日
に
完
成
し

て
お
り
ま
す
。

　

緑
化
推
進
で
は
、
今
年
度
も
引

き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
万
部
町
緑

と
樹
を
愛
す
る
会
か
ら
エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
苗
木
百
本
の
寄
贈
が
あ

り
、
四
月
二
十
九
日
に
同
法
人
主

催
の
植
樹
祭
で
、
町
民
約
百
七
十

人
の
参
加
の
も
と
富
野
地
区
の
町

有
地
に
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
で
は
、
長

万
部
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な

児
童
福
祉
関
係

生
活
環
境
関
係

農
業
関
係

林
業
関
係

有
害
鳥
獣

 

駆
除
対
策

海
岸
漂
着
物

 

対
策

地
域
会
館
関
係
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被
害
防
止
対
策
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ヒ
グ
マ
や
近
年
個
体
数

が
急
増
し
て
い
る
エ
ゾ
シ
カ
が
、

林
業
や
農
業
へ
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
対

処
す
る
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続

き
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
を

同
協
議
会
に
委
託
し
、
ハ
ン
タ
ー

に
よ
る
巡
回
の
徹
底
や
有
害
鳥
獣

駆
除
業
務
を
実
施
し
、
被
害
防
止

対
策
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

人
畜
被
害
を
防
止
す
る
た
め
適
切

な
処
置
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
平
成
二
十
九

年
度
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖
漁
業
生
産

量
は
、
成
育
不
良
や
自
然
災
害
に

よ
る
養
殖
施
設
が
被
害
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
一
万
二
十
二
ト
ン

と
な
り
、
前
年
度
に
比
較
し
五
百

八
十
五
ト
ン
の
減
で
、
生
産
額
で

は
二
十
九
億
九
千
四
百
九
万
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
十
二
億

五
千
六
百
七
十
一
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
向
け
ホ
タ
テ
貝
出

荷
は
四
百
四
十
二
ト
ン
、
生
産
額

で
は
一
億
三
千
七
百
九
十
五
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

渡
島
北
部
地
区
水
産
技
術
普
及

指
導
所
が
、
本
年
二
月
に
長
万
部

町
海
域
の
ホ
タ
テ
稚
貝
の
生
育
等

を
調
査
し
た
結
果
、
正
常
貝
は
約

六
十
六
％
、
変
形
及
び
欠
殻
貝
が

約
二
十
五
％
、
へ
い
死
等
の
死
貝

が
約
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
例
年

と
比
較
し
外
部
異
常
や
斃
死
率
が

高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
生

育
状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

��
ま
た
、
近
年
、
全
国
的
に
不
漁

が
続
く
秋
サ
ケ
漁
の
平
成
二
十
九

年
度
の
漁
獲
量
は
約
三
百
八
十
六

ト
ン
で
、
前
年
度
に
比
較
し
約
百

四
十
ト
ン
減
少
い
た
し
ま
し
た
が
、

単
価
上
昇
に
よ
り
、
漁
獲
額
は
三

億
三
千
八
十
四
万
円
と
な
り
、
六

千
九
百
四
十
九
万
円
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
緩
や
か
に
改
善
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
も

事
業
経
営
の
さ
ら
な
る
安
定
を
図

る
た
め
、
中
小
企
業
特
別
融
資
資

金
の
貸
付
け
を
関
係
機
関
と
連
携

し
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
で
は
、
新
た
な
観
光

資
源
の
発
掘
・
情
報
発
信
を
目
指

す
と
と
も
に
、
長
万
部
町
、
八
雲

町
、
今
金
町
、
せ
た
な
町
の
北
渡

島
檜
山
四
町
地
域
に
よ
る
広
域
連

携
事
業
を
中
心
と
し
た
活
動
・
取

り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
長
万
部
観
光
協
会
で

は
、
Ｊ
Ｒ
長
万
部
駅
構
内
に
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
観
光
案
内
所

「
イ
ン
フ
ォ
ま
ん
べ
」
を
拠
点
に
、

町
の
観
光
情
報
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
道
内
外
で
の
各
種
観
光
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

観
光
客
の
誘
致
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
町
を
訪
れ
る
多
く
の

観
光
客
の
み
な
さ
ん
へ
長
万
部
温

泉
や
二
股
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
、
飲
食

店
の
紹
介
を
は
じ
め
、
町
内
の
観

光
情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
特
産
品
売
り
場
が
拡

大
さ
れ
、
観
光
客
の
み
な
さ
ん
の

利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
町
の
経
済
活
性
化
の
一
環

で
あ
り
ま
す
合
宿
等
誘
致
事
業

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期

間
の
合
宿
等
も
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、
今
後
と
も
関
係
機
関

と
十
分
な
協
議
を
進
め
、
合
宿

誘
致
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
規
学
卒
者
の
就
職
状
況
は
、

緩
や
か
に
回
復
し
た
景
気
の
安
定

と
人
手
不
足
な
ど
を
受
け
た
企
業

の
採
用
意
欲
の
向
上
等
に
よ
り
改

善
さ
れ
、
地
元
高
校
の
三
月
卒
業

生
の
就
職
率
は
一
〇
〇
％
と
、
前

年
度
に
続
き
安
定
を
保
っ
て
お
り

ま
す
。

　

建
築
事
業
で
は
、
町
営
住
宅
シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
更
新
実
施
設
計
業
務
委
託

が
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
限

で
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

十
五
年
経
過
し
て
老
朽
化
し
て
い

る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
機
器
類

を
含
め
た
更
新
の
た
め
の
実
施
設

計
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
営
住
宅
中
部
団
地
非

常
灯
交
換
工
事
を
六
月
二
十
二
日

ま
で
の
工
期
で
、
同
じ
く
町
営
住

宅
中
部
団
地
の
安
全
柵
修
理
工
事

を
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
工
期
で

施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
各
公
共
施
設
や
町
営

住
宅
の
修
繕
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

土
木
事
業
で
は
、
今
年
度
実
施

予
定
の
町
道
本
町
一
号
線
道
路
改

良
工
事
に
係
る
騒
音
・
振
動
が
も

た
ら
す
影
響
の
有
無
を
把
握
す
る

た
め
、
周
辺
家
屋
に
対
し
て
事
業

損
失
防
止
調
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
電
柱
等
移
設
作

業
を
実
施
中
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

移
設
が
完
了
し
た
後
に
、
道
路
改

良
工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
実
施

す
る
、
長
万
部
中
央
跨
線
橋
修
繕

調
査
設
計
業
務
を
平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
八
日
ま
で
の
委
託
期
間

で
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。

　

道
路
維
持
関
係
で
は
、
町
道
中

山
大
通
線
外
舗
装
補
修
工
事
を
十

一
月
十
六
日
ま
で
の
工
期
で
発
注

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
補

修
用
機
械
の
購
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
四
月
十
一
日
に
購
入
契
約
を

締
結
し
、
四
月
二
十
三
日
に
納
入

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
道
の
側
溝
補
修
等

に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

公
園
関
係
で
は
、
あ
や
め
公
園

は
四
月
十
三
日
に
、
長
万
部
公
園

は
四
月
二
十
七
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

オ
ー
プ
ン
し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
町
内
外
の
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
公
園
管
理
用
乗
用
芝

刈
機
は
四
月
十
六
日
に
購
入
契
約

を
締
結
し
、
五
月
七
日
に
納
入
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

漁
業
関
係

商
工
観
光

 

労
政
関
係

建
設
関
係
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し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
を
下
水
道

施
設
で
受
入
れ
て
処
理
す
る
汚
水

処
理
施
設
共
同
整
備
事
業
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
棟
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
第
二
回
町
議
会
臨
時
会
で
の

建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
締

結
の
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

日
本
下
水
道
事
業
団
と
の
協
定
が

成
立
し
、
完
成
期
限
を
平
成
三
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
た

本
工
事
を
着
工
し
て
お
り
ま
す
。

　

ガ
ス
本
支
管
改
良
工
事
の
、
本

町
一
・
三
号
線
工
区
は
七
月
三
十

日
ま
で
、
中
山
大
通
線
工
区
及
び

北
三
号
線
工
区
は
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
工
期
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工

事
を
順
調
に
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
に
新
公
立
病

院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
病
院

経
営
の
改
善
に
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
国
や
道
の
進
め
る
医
療
構
想

に
沿
っ
た
形
と
な
る
病
院
事
業
を

目
指
す
た
め
、
ま
た
、
町
内
唯
一

の
病
院
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を

考
え
る
た
め
に
、
協
議
会
を
設
置

し
、
将
来
的
な
経
営
形
態
や
病
院

機
能
、
建
物
等
に
つ
い
て
の
検
討

を
重
ね
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
営
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ

し
た
信
頼
さ
れ
る
町
立
病
院
を
目

指
し
、
健
全
経
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

長
万
部
高
等
学
校
制
服
購
入
費

補
助
は
、
新
入
学
生
の
保
護
者
二

十
九
人
か
ら
申
請
が
あ
り
、
百
四

十
一
万
三
千
七
百
十
九
円
を
四
月

二
十
七
日
に
委
任
払
い
に
よ
り
制

服
納
入
業
者
に
支
出
し
て
お
り
ま

す
。

　

長
万
部
高
等
学
校
通
学
費
補
助

は
、
国
縫
・
中
ノ
沢
・
黒
松
内
町

及
び
森
町
の
通
学
者
十
四
人
か
ら

申
請
が
あ
り
、
百
四
十
八
万
三
千

四
百
二
十
円
の
支
給
決
定
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
公
立
大
学
及
び
東
京

理
科
大
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の

給
付
や
貸
付
け
は
、
国
公
立
大
学

生
五
名
か
ら
申
請
が
あ
り
、
奨
学

金
運
営
委
員
会
を
開
催
し
給
付
等

の
決
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古
戦
場
跡
碑

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
八

年
度
に
建
立
し
十
月
二
十
八
日
に

除
幕
式
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
度
、
新
ひ
だ
か
ア
イ
ヌ
協
会

に
お
い
て
新
し
い
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ

ン
像
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
本
町
の
碑
に
埋
め
込

み
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
こ

れ
を
採
用
し
、
肖
像
画
埋
め
込
み

に
係
る
費
用
に
つ
い
て
本
定
例
会

に
補
正
予
算
を
提
案
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
五
月
末
現
在
の
火
災
件
数

は
二
件
で
、
う
ち
、
建
物
火
災
が

一
件
、
野
火
が
一
件
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

　

救
急
件
数
は
百
四
十
四
件
、
搬

送
人
員
は
百
三
十
八
人
で
、
急
病

が
七
十
九
件
、交
通
事
故
が
五
件
、

一
般
負
傷
が
十
二
件
、
そ
の
他
転

院
搬
送
な
ど
が
四
十
八
件
で
、
う

ち
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送

が
四
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

火
災
予
防
の
事
業
で
は
、
春
の

全
道
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
街
頭
啓
発

や
事
業
所
団
員
に
よ
る
防
火
広

報
、
ホ
テ
ル
や
大
型
店
舗
な
ど
不

特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る
施

設
の
防
火
査
察
を
実
施
し
、
高
齢

者
世
帯
に
お
け
る
防
火
指
導
に
お

い
て
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

適
正
設
置
や
早
め
の
更
新
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

大
型
水
槽
付
消
防
車
の
整
備
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
十
九

日
に
本
車
両
が
納
車
と
な
り
、
四

月
一
日
付
け
で
緊
急
消
防
援
助
隊

に
登
録
さ
れ
る
と
と
も
に
運
用
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
大

規
模
な
災
害
等
に
よ
り
派
遣
要
請

が
あ
っ
た
場
合
は
、
緊
急
消
防
援

助
隊
特
殊
装
備
小
隊
の
大
型
水
槽

車
と
し
て
、
被
災
地
等
へ
も
出
動

い
た
し
ま
す
。

　

消
防
団
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
四
月
一
日
付
け
で
二
名
が
入

団
さ
れ
、
現
在
の
団
員
数
は
、
基

本
団
員
が
百
十
一
名
、
女
性
団
員

が
十
九
名
、
機
能
別
団
員
が
二
十

名
で
、
条
例
定
数
の
百
五
十
人
に

ま
で
充
足
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
安
全
装
備
品
整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
靴

百
十
一
足
を

八
月
三
十
一

日
の
納
期
で

契
約
し
発
注

い
た
し
て
お

り
ま
す
。

消
防
関
係

ガ
ス
事
業

病
院
事
業

教
育
関
係

公
共
下
水
道

 

事
業
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お客様の聞こえの様子、
ご希望などをお伺いします。

補聴器の正確な調整の
ために聴力を測ります。

補聴器を試聴してみます。

【耳が本来持つ特長を
　　　　最大限活かす補聴器】
新技術、実証。
　　　【マイク分離型補聴器】
・言葉が明瞭に聞こえます
・自然な音質と方向感。
・ピーピー音完全防止
・不快な風切音も完全解消
・高度の聴力低下も対応
・音がこもらない快適な聞き心地
・通常オーダーメイドより30％小型化

体験会補聴器
（有料広告）

　６月９日（土）の午前中に、わくわく体験塾にて【木育プログラム】
の実施をさせていただきました。
　前日は雷が鳴るほどの雨。。。どうなるかと心配してましたが、当日
は風はあるものの、晴れてくれました！ありがとう！太陽さん！

　今回は、４人＋中学生スタッフ
の計５人の参加でした。森の案内
人は、高野さん（NPO法人緑と
樹を愛する会）。いつもと違う空間で、ちょっぴりドキドキもしながら、楽し
くできたらいいねと高野さんとプログラムを考えました。
　今回チャレンジしたのは“山どり”です。
ニョキニョキ自然に生えた木の中で調度良い
サイズを選び、別の場所へ植樹しました。ク
ワを使うのも初めてだし、重たいし、大変だっ
たけど、コツを掴むと「ここもあるよ！」「次

わたしの番！」とたくましいのなんの。「おもしろーい！」「いろんな葉っぱある
ね。」「なんかうごいたーーーっ！」と終始にぎやかでした。

　木のなまえを覚える！というよりは、「木」
とのふれあいを通して、学びを深め、身近に
感じて、「それぞれの気づき」があることが
大切だと思っています。高野さんのお話を聴いたり、自分で体験して「おもし
ろいなぁ～」「この葉っぱくさ～い！（笑）」など、素直な言葉がいっぱい出て
きました。
　今回のプログラムも、たくさんの方に協力していただきました。ありがとう
ございました。子どもたちの「また、いきたい！もっと知りたい！」が引き出
せるように、いろんな仕掛けをしていきます。　　　　　　　（谷本　美貴）

木育プログラム
　�in�クラインガルテンの森

　６月15日付けで、松本雄佑さんが地域おこし協力隊として着任しました。
　松本さんは神奈川県出身で、20代に内装業、30代は美容師という職業に従事してきた経歴
があり、このたび新たな挑戦をするため、長万部へやってきました。
北海道に住むのも初めてで、わからないことだらけかもしれません。本人も町のみなさんと積
極的に交流し、地域に馴染んでいきたいという思いがあります。町内やイベントなどで顔を見
かけたら気軽に声をかけてあげてください。
　まず1年目は、産業振興課へ配属となり、農業支援を中心に活動していただきます。松本隊
員のこれからの活躍に期待しましょう。

＊ 新しい地域おこし協力隊を紹介します ＊
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保健師担当
地区一覧

地　　　　　　　　　　区 保健師
本町・元町・栄原・共立 野　澤
豊津・豊野・新開町・旭浜・陣屋町 對　馬
栗岡・美畑・双葉・大峯・知来・蕨岱・花岡・
中の沢・南栄町・平里・静狩・温泉町・大町 中　村

富野・大浜・曙町・高砂町・茶屋川・国縫 澤　口

８月の
検診 がん検診 ・肝炎検査 ・特定健診 ・健康診査を実施します

　がんや生活習慣病は年々増えており、若い世代でも増えています。
　病気の変化や発症を早期に見つけるためには、自覚症状がないうちに検診を受けることが不可欠です！
　健康で楽しく毎日を送るため、1年に1度は必ず検診を受けましょう！！

検　診　日 検診受付時間 ・ 受けたい検診と、検診日、時間を予
約申し込みしてください。
・ 各時間定員は25名です。
・ 胃がん検診、特定健診・後期高齢者
健診を受ける方は、前日夜８時以降
飲食できません。
　（朝の薬は飲んでから検診できます）

８月４日（土）

検診は時間予約制です
午前６時30分～７時30分
午前７時30分～８時30分
午前８時30分～９時30分
午前９時30分～10時30分

検　診　名 対　　　象　　　者 料　　金 検査の内容
胃 が ん 検 診 40歳以上の町民 １,６００円 胃バリウム検査
肺 が ん 検 診 40歳以上の町民 ４００円 胸部レントゲン検査
大 腸 が ん 検 診 40歳以上の町民 ４００円 便潜血反応検査
前立腺がん検診 50歳以上の町民で男性 ６００円 血液検査

肝 炎 検 査 40歳以上の町民で、過去に１度も検査を受けた
ことがない方 ７００円 血液検査

（B型とC型肝炎検査）
特 定 健 診 40歳以上の国保加入者対象者には受診券発行済み

無　料
身長体重測定・腹囲測定
血圧測定・尿検査
血液検査・医師の診察

後期高齢者検診 後期高齢者医療受給者
健 康 診 査 生活保護受給者

長万部町役場内　ふれあい健康センター

※がん検診無料クーポン券対象者は無料です。（対象者は、誌面で確認してください）

７月５日（火）～７月27日（金）まで

日　時

会　場

対象者と料金・内容

申し込み

年齢 生　　年　　月　　日 対象となるがん検診
20歳 平成  9年４月２日～平成10年４月１日

子
宮
が
ん
検
診
（
女
性
）

25歳 平成  4年４月２日～平成  5年４月１日
30歳 昭和62年４月２日～昭和63年４月１日
35歳 昭和57年４月２日～昭和58年４月１日
40歳 昭和52年４月２日～昭和53年４月１日

乳
が
ん
検
診

（
女
　
性
）

胃
・
肺
・

大
腸
が
ん
検
診

（
男
　
女
）

45歳 昭和47年４月２日～昭和48年４月１日
50歳 昭和42年４月２日～昭和43年４月１日 前

立
腺

が
ん
検
診

（
男
性
）

55歳 昭和37年４月２日～昭和38年４月１日
60歳 昭和32年４月２日～昭和33年４月１日

◆対象：町民の方で下記の生年月日の方

☎０１２０－５５８－０４８
ここは おしゃまんべ

町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。

医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

24時間　年中無休　通話料・相談料無料

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

　今年度の対象の方は、右記の生年月日の方で
す。
　８月のがん検診では、胃がん、大腸がん、前
立腺がん検診で無料クーポンを利用できます！
　無料クーポン券対象の方はこの機会に是非ご
利用ください！

平成30年度

◆がん検診クーポン券のお知らせ◆
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　エキノコックス症は、エキノコック
スという寄生虫によって主に肝臓がお
かされ、放っておくと肺や脳に病巣が
転移したり、命にかかわることもあり
ます。小学校３年生以上を対象に検診
（血液検査）を実施します。検診は、５年に１度受けましょう。
★対　象　者　 小学校３年生以上で平成25年より以前か

ら検診を受けていない町民の方
★申込み受付　６月28日（木）～７月24日（火）
★検 診 日 時　７月26日（木）11：00～11：30
★検 診 場 所　長万部町立病院
★検 診 料 金　無料

◆長万部町立病院（乳がん検診･骨粗しょう症検診）◆

◆八雲総合病院（乳がん検診・子宮がん検診）◆

◆伊達赤十字病院（乳がん検診・子宮がん検診）◆

 予約電話番号：0137－63－2185（代表）

 予約電話番号：0142－23－2211（内線221）

《乳がん検診･骨粗しょう症検診共通》

検診
日時

火・金曜日　10：30～
　受けたい検診日の５日前までに保健福祉課健康推
進係に予約してください。病院への予約は必要あり
ません

検診
日時

《乳がん検診》
①月～金曜日→

10：00～

《子宮がん検診》
①月・火・木・金曜日→

８：４５～11：30
※ 予約は必要ありません、検診

実施日に直接受診可能です

検診
日時

《乳がん検診》
①月～金曜日→

 8：30／ 9：30
②水・木曜日→13：30

《子宮がん検診》
①火～金曜日→

 8：30／ 9：30
②月曜日→13：30

★対 象 者　乳がん検診：40歳以上の町民で女性の方
　　　　　　子宮がん検診：20歳以上の町民で女性の方
　　　　　　 ２年に１回の検診となりますので、昨年受け

ていない方が対象です。
★検診料金　乳がん検診　40歳代  １，８００円
　　　　　　乳がん検診　50歳以上  １，５００円
　　　　　　骨粗しょう症検診  ２００円
　　　　　　子宮がん検診（頸部）  １，６００円
　　　　　　子宮がん検診（体部）  ７００円
★検診の申込み
　　　　　　① 保健福祉課健康推進係に受診券（対象の方

はクーポン券）を申請する
　　　　　　②病院に、検診日時の予約をする
　　　　　　③ 予約日に、受診券かクーポン券を持って受

診する
　　　　　　④検診後病院の会計にて検診料金を支払う

病院での乳がん･子宮がん検診

７月から受診できます！

実施中

　無料クーポン券（乳がん・子宮がん）の対象の方は、
是非この機会にご利用ください。
　クーポン券の申請等手続きについては保健福祉課健
康推進係までご連絡ください。

★健診日時　７月17日（火）　13：00～13：30
★対 象 者
　１歳６か月児健康診査
　　平成28年11月16日～平成29年１月17日生まれ
　３歳児健康診査
　　平成27年５月１日～平成27年６月30日生まれ
　５歳児健康診査
　　平成25年５月16日～平成25年７月17日生まれ
※ 対象者には個別通知をします。通知がない場合はご連絡
をお願いします。

１歳６か月児・３歳児・５歳児健診対象のお子さん

★日　時　８月９日（木）13：30～15：30
★場　所　八雲保健所
　　　　　八雲総合病院精神科医師が担当
◇ 予約が必要です（前週の金曜日まで）。事前に八雲
保健所に連絡してください。
◇ 申込みの際、保健所保健師が相談内容の概要につい
てお聞きします。

こころの相談あります
●　●　●　一人で悩まないで　●　●　●

エキノコックス症検診を実施します

７月の検診
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め
ざ
せ
！
一
等
賞

さ
か
え
保
育
所

　

4
月
9
日
に
基
礎
工
学
部
32
期

生
２
８
５
名
が
無
事
入
寮
し
ま
し

た
。
5
月
12
日
の
写
万
岳
の
山
開

き
も
今
年
度
は
晴
天
の
も
と
行
わ

れ
、
学
生
が
麓
で
の
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
様
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
の
お

か
げ
で
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
5
月
20

日
予
定
だ
っ
た
桜
ま
つ
り
は
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ

の
7
月
号
が
発
刊
さ
れ
る
こ
ろ
に

は
、
毛
が
に
ま
つ
り
に
理
科
大
生

が
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
末
に
は
、
長
万
部
キ
ャ

　

さ
か
え
保
育
所
で
は
、
先
日
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
少
の

り
す
組
で
は
、
懐
か
し
ア
ニ
メ

の
『
パ
ー
マ
ン
』
に
変
身
！
初
め

は
全
く
パ
ー
マ
ン
の
事
を
知
ら
な

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
練
習
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
、「
女
の
子
だ

か
ら
パ
ー
子
が
い
い
♪
」「
バ
ー

ド
マ
ン
か
っ
こ
い
い
！
」
と
お
気

に
入
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
で
き

た
様
子
。

　

当
日
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
な
ど
、
見
に
来
て
く
れ
た
方
々

か
ら
沢
山
の
応
援
を
も
ら
い
、
か

け
っ
こ
、
玉
入
れ
、
綱
引
き
な
ど

の
競
技
も
精
一
杯
が
ん
ば
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
は
ご
ほ

う
び
の
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
て
大
喜

び
♪

　

こ
の
運
動
会
を
通
し
て
、
あ
き

ら
め
ず
に
最
後
ま
で
や
り
と
げ
る

こ
と
や
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と

を
経
験
し
、
一
段
と
た
く
ま
し
さ

を
増
し
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

ン
パ
ス
開
設
当
初
か
ら
長
き
に
わ

た
っ
て
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教

鞭
を
と
ら
れ
た
2
名
の
先
生
が
定

年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
今
年
度
は
3
名
の
新
任
の

教
員
が
長
万
部
に
着
任
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
大
変
な
優
秀
な

方
々
で
今
後
の
活
躍
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
導
入
し
た
ケ
ガ
ニ

育
成
水
槽
（
写
真
）
を
用
い
て
の

ケ
ガ
ニ
の
研
究
も
徐
々
に
形
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
今
年
度
は
16

名
の
1
年
生
が
ケ
ガ
ニ
の
研
究
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
果

の
一
つ
と
し
て
、
10
ヶ
月
10
日
間

ケ
ガ
ニ
の
育
成
に
成
功
し
ま
し

た
。
専
門
家
の
お
話
で
は
ケ
ガ
ニ

は
1
年
以
上
生
き
た
報
告
が
な
い

そ
う
で
す
の
で
、
研
究
開
始
2
年

目
と
し
て
は
上
出
来
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
初
め
て
1
名

の
学
生
が
ト
マ
ト
の
研
究
も
開
始

し
ま
し
た
。
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

は
こ
の
よ
う
に
32
年
目
の
今
年
も

色
々
と
新
し
い
取
り
組
み
に
挑
戦

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
基
礎
工
学
部
生
を
暖

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。

　
東
京
理
科
大
学　

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

教
養
部
長　

竹
内　
　

謙

パーマン参上！

長
万
部
の

コ
ー
ナ
ー

教
育
教
育
教
育

東京理科大学

「今、キャンパスでは」「今、キャンパスでは」「今、キャンパスでは」

ケガニ育成水槽中で飼育中のケガニ
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写真で見る　

学校の様子
写真で見る　

学校の様子
長万部中学校 長万部小学校

大運動会　力を合わせて勝利を目指せ　6/2

１年生生活科「近くの公園で遊ぼう」　友達と来ると楽しいね　6/5

春の遠足　クラスみんなで「だるまさんがころんだ」　6/15

授業参観２年生・音楽　4/16

校内陸上競技大会　5/12

花壇整備　6/4

は
じ
め
の
一
歩

北
海
道
長
万
部
高
等
学
校
長

目

谷

信

靖

　

今
年
の
中
学
校
の
陸
上
競
技
大
会

は
、
雨
と
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
不
良
か
ら
２
日
間
延
期
さ
れ
ま

し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
願
い
が
通
じ

た
の
か
、
開
催
当
日
は
、
こ
れ
以
上

な
い
と
い
う
く
ら
い
の
絶
好
の
お
天

気
で
し
た
。
ほ
ぼ
無
風
状
態
で
、
暖

か
い
日
差
し
に
、
鳥
の
さ
え
ず
り
が

聞
こ
え
…
の
ん
び
り
と
し
た
進
行
の

中
に
も
、
全
力
を
尽
く
す
中
学
生
た

ち
の
姿
に
元
気
を
も
ら
っ
た
1
日

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
な

ぜ
か
２
０
３
０
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
後
の
陸
上
競

技
大
会
を
想
像
す
る
自
分
が
い
ま
し

た
。
今
あ
る
、
海
側
の
中
学
校
の
公

宅
を
壊
し
、
一
直
線
の
線
路
を
走
り

抜
け
る
新
幹
線
を
背
景
に
し
た
陸
上

競
技
大
会
…
？
？
？
…
想
像
は
し
て

み
た
も
の
の
、
正
直
、
す
で
に
頭
の

固
く
な
っ
て
い
る
私
に
は
、
そ
れ
を

な
か
な
か
映
像
化
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。（
笑
）

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
幹
線
駅
開
業

時
に
長
万
部
が
ど
ん
な
町
に
な
っ
て

い
る
の
か
？
わ
く
わ
く
す
る
と
同
時

に
、
新
幹
線
駅
開
業
を
契
機
に
し
つ

つ
も
、
新
幹
線
だ
け
に
頼
ら
な
い
持

続
可
能
な
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
主
役
は
、
今
の
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
か
主
役

に
な
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
「
教
育
」

の
果
た
す
役
割
は
、
非
常
に
大
き
く
、

改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
長
万
部
中
学
校
と
長

万
部
高
校
は
、
文
科
省
か
ら
校
種
間

連
携
に
関
わ
る
研
究
校
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
研
究
内
容
の
大
き
な
柱

の
一
つ
が
小
学
校
や
理
科
大
も
巻
き

込
ん
で
の「
町
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
」に
あ

り
ま
す
。
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
系

統
的
に「
地
域
を
愛
し（
理
解
）、地

域
を
考
え（
分
析
）、地
域
を
つ
く
る

（
創
造
）」こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
、グ
ロ
ー

カ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
と
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
で
、
国
際
社
会
で
通
用
す
る
能

力
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
、
経
験
を

も
っ
て
、
地
域
社
会
・
地
域
経
済

（
ロ
ー
カ
ル
）
の
活
性
化
及
び
持
続

的
な
発
展
に
貢
献
す
る
人
材
の
こ
と

で
す
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
、
地
域
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

し
、
地
域
と
海
外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

架
け
橋
に
な
っ
た
り
…
。
今
の
我
々

大
人
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
変
化

の
激
し
い
時
代
に
、
新
し
い
日
本
や

北
海
道
、
そ
し
て
長
万
部
を
創
る
こ

と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
の
で
す
。

　

研
究
指
定
や
今
年
か
ら
高
校
も
仲

間
入
り
し
た
町
研
サ
ー
ク
ル
活
動（
先

生
方
の
研
修
活
動
）
の
ま
と
め
と
し

て
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
が
そ

れ
ぞ
れ
に
「
町
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
学
習
の
成
果
を
合
同
で
発
表

す
る
試
み
が
、
11
月
15
日（
木
）長
万

部
高
校
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
域
の

方
々
に
も
広
く
公
開
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
長
万
部

の
将
来
を
担
う
、
子
ど
も
た
ち
の
輝

き
を
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
合
同
発
表
会
が
、

新
幹
線
駅
開
業
と
い
う
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
の
あ
る
長
万
部
の
新
し
い
創
造

の
「
は
じ
め
の
一
歩
」
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
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今月の「挨拶・声かけ運動」標語

記載事項のお問い合わせは
長万部町教育委員会事務局まで

７月31日　まんべくんの誕生日

今月の記念日

　2003（平成15）年、長万部町開礎130年町制施行60
年記念事業として、町のイメージキャラクター公募が行
われ、ホタテガニ、まんべくん、アイリスちゃんという
３体のキャラクターが町に誕生しました。
　まんべくんは、町名物の「ほたて」「毛ガニ」、町花の
「あやめ」がモチーフになっています。今年は７月29日
㈰に、JR長万部駅前でまんべくんの誕生日会イベント
が行われます（長万部町観光協会主催）。

夏休み期間中、Ｂ＆Ｇ海洋センターは
� 月曜日もご利用できます!
　子どもたちの夏休み期間中は、月曜日も次のとお
りプールを開放しますのでご利用ください。
●月曜日特別開館利用時間　10:00～17:00

　今年も「プール祭り」と「Ｂ＆Ｇ会長杯長万部町少年
水泳大会」を、同じ日に実施します。
　「プール祭り」のみの参加もＯＫ！

●日　時　７月22日（日）・13:00～
●場　所　Ｂ＆Ｇ海洋センター

【プール祭りの部】
●時　間　13:00～
●内　容　ノータッチボールゲーム
　　　　　水辺の安全教室、水上ビーチフラッグ
　　　　　ターザンジャンプ、水辺の安全カルタ
　　　　　※�上記は予定ですので、変更になる場合が

あります。
●対　象　�年代を問いませんので､ お気軽にご参加く

ださい｡
　　　　　※�但し、幼児の参加には必ず保護者が同伴

するよう、お願いいたします。

【Ｂ＆Ｇ会長杯長万部町少年水泳大会の部】
●時　間　14:30～
●種　目　①クロール　②平泳ぎ　③背泳ぎ
　　　　　④バタフライ
　　　　　※ビート板キックは、オープン競技として行います。
●対　象　小・中・高校生及び大学生
●申込み　�参加申込書に記入のうえ、教育委員会事務

局社会教育係へ提出してください。
　　　　　�参加申込書は教育委員会事務局やプールに

置いてあるほか各小中学校、高校、大学を
通しても配布します。

　長万部町出身の佐藤千佳子先生
（札幌市在住）が講師を務める糸
かけ曼荼羅アート展が、学習文化
センターロビーで出張展を開催し
ます。
会　　期　７月29日（日）
　　　　　～８月３日（金）
開館時間　10時～18時
　　　　　（木曜日：20時まで）
休 館 日　７月30日（月）

　水辺の事故は毎年1,400件を超え、特に夏休み期間
となる７月～８月は多く発生しています。
　しかしながら、水辺の活動は、自然環境への興味関心
が高まり、五感を強く刺激することによるリフレッシュ
効果もあるなど高い教育効果があることも分かっています。
　“危険だから”と水辺から遠ざけるのではなく、子供
たち自身が「自分の命は自分で守る」意識と技能を身に
つけ、様々な活動を通じて「生きる力」を伸ばしていく
ことも大切な経験といえます。
安全に水辺の活動を楽しむために…
⃝水辺に遊びに行く前に「天気予報を確認」
⃝水辺で遊ぶときは「ライフジャケットを着用」
⃝水辺で遊ぶときは「一人で行かずグループで」
⃝溺れている人を見つけたら「飛び込まず助けを呼ぶ」
⃝水に落ちてしまったら「あわてず、浮いて助けを待つ」
　各家庭でルールを決め、安全に水辺の活動を楽しむよ
うに心がけてください。

【問い合わせ先】
Ｂ&Ｇ財団　企画部広報課　☎03－6402－5312

夏休み 水辺の事故を防ぐために糸かけ曼
まん

荼
だ

羅
ら

アート展

学習文化センター　ロビー

主催・問合せ先　大槻千春　☎090－9518－1637

◆特別体験ワークショップ
　８月３日は糸かけ曼荼羅体験（講師:佐藤千佳子）ほかワー
クショップが開催されます。予約は不要です。お気軽に来場く
ださい。
＊糸かけ曼荼羅体験　 ①１0時～　②13時～　③15時～
＊スライム作り体験　 ①１0時～　②13時～
＊女子力ＵＰ！ミサンガ作り講座　①15時～
教材費　糸かけ曼荼羅　2,000円（小学生以下1,500円）
　　　　　※小学生以下は輪ゴムを使用します。
　　　　スライム作り 1,000円　ミサンガ作り 2,000円
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今月の「挨拶・声かけ運動」標語

記載事項のお問い合わせは
長万部町教育委員会事務局まで

いやなこと　気づいてやめる

� おもいやり

● 静狩小学校　福澤　　澪さん

★７月の活動予定～ボランティア少年団～★

●日　　時　７月28日（土）10:30～（予定）
●内　　容　赤い羽根募金活動
●集合場所　福祉センター（ふれあい広場会場）

ボランティア少年団で活動してみませんか？
詳しくは教育委員会事務局社会教育係(☎2-2748)まで！

　60歳以上の町民の方を対象に、心身共に健康な
生活や生きがいづくりを支援するための学習機会の
場として、第２回目のいきいき大学を次の日程で開
催します。
　今年も「ふれあい広場」と協賛で開催します。
　一般の方の参加も出来ますので、多くの皆さんの
ご来場をお待ちしております。

●テーマ　「悪徳商法から身を守るために」�（仮称）
●日　時　７月28日㈯・10：30
●会　場　学習文化センター　文化ホール
●講　師　消費生活センター職員

今年も「スポーツ合宿」等の受入に
� ご理解とご協力をお願いします！
　本年度も７月29日から合宿誘致事業が行われます。
　町民の皆様には、施設の利用についてご不便をおかけしま
すが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
　【合宿で使用する施設】
・スポーツセンター　　７/29～８/12（全面使用）
・青少年会館　　　　　８/５ ～８/４
・長万部小学校体育館　８/５ ～８/12
・長万部中学校体育館　８/５ ～８/12

　大円寺（長万部409・温泉町）に、石川啄木の歌
碑が建立され、平成30年６月３日（日）に除幕式が
行われました。近代日本を代表する歌人として知ら
れる石川啄木は、明治40年代に鉄道を使って北海
道各地を旅行。明治36年開業の長万部駅も利用し
ました。

石川啄木の歌碑が町内に

　６月４日（月）に、長万部町、八雲町、今金町のゲー
トボール愛好家が集い、5チームで大会が行われました。
各チーム健闘する中、長万部Aチーム（キャプテン・
佐藤毅さん）が見事優勝を果たしました。準優勝は長万
部Bチーム（キャプテン・長野則夫さん）、３位は今金
町チーム（キャプテン・平原景二さん）でした。
　ゲートボール協会では、会員を募集しています。ぜ
ひ参加してみませんか。
お問い合わせ先　ゲートボール協会
　　　　　　　　☎2－2715（事務局長 長野則夫）

長万部Aチームが優勝
第37回町長杯ゲートボール大会
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№ 243 コリドール交流ネットワーク近隣６地域の情報コーナー

今　金　町 八雲町熊石地区 八　雲　町

せたな町大成区 せたな町北檜山区 せたな町瀬棚区

　「くまいしパークゴルフ場へようこそ！」
　熊石道南休養村エリアにある「くまいし
パークゴルフ場」は、コース面積16,700㎡、
ひらたないコースと日本海コースの計18
ホール。戦略的かつ手応えのあるコースは、
親子連れから熟練者まで楽しめます。
くまいしパークゴルフ場
◎利用時間　日出から日没まで
◎利用料金　１日券300円、
　　　　　　シーズン券12,340円
◎定 休 日　毎月第２、第４月曜日

【お問い合わせ先】熊石総合支所産業課
 （☎01398-2-3111）

● がっぱり海の幸フェスタin
　 わっためがして大成 ●
　その名のとおりアワビ・ウニなどの地元
の新鮮な海産物が"がっぱり"堪能できる
「せたな町三大イベント」第２弾！
　恒例のヒラメつかみどりや、あわびもち
まき、豪華景品がもらえるわっためがして
ビンゴ大会などのイベントが盛り沢山。
◎日　時　７月28日（土）午前11時～

【お問い合わせ先】
　せたな観光協会 （☎0137-84-6205）

～ 温泉入浴無料サービス！ ～
● きたひやま温泉まつり ●
　温泉まつりならではの入浴無料サービス
や、豪華景品が当たるビンゴゲーム大会、
特産市など催し満載です。
◎日　時　７月20日（金）
　　　　　午後４時～午後９時
◎場　所　温泉ホテルきたひやま特設会場
　　　　　（雨天時は「ふれあいプラザ」）

【お問い合わせ先】
　温泉ホテルきたひやま
 （☎0137-84-4120）

　せたな町の名勝「三本杉岩」を間近に望
む海水浴場。バリアフリー海水浴場として、
砂浜でも利用できるバギー型や、そのまま
海に入れるタイプの「２種類の車いす」が
無料でレンタルできます。なんといっても
キャンプもできますので、ビーチでゆった
り、のんびりできます。海開き当日は10
時から安全祈願祭、その後もちまきも行わ
れます。
◎開設期間
　 　キャンプテント１張1,000円・ターフ
１張500円（支払いの際にお渡しするス
テッカーがあれば１シーズン利用可）

【お問い合わせ先】
　せたな観光協会 （☎0137-84-6205）

　はぴあ産直市と連携し、「ら・ふも」内
でパン＆スイーツ市を開催いたします。
◎日　時　7月28日（土）
　　　　　午前11時45分～午後２時
　※ はぴあ産直市は11時30分から、パン＆ス

イーツ市は11時45分からの開催となります。
◎場　所　コミュニティカフェ　Loughmo（ら・ふも）
　　　　　八雲町本町219

【お問い合わせ先】
　コミュニティカフェLoughmo（ら・ふも）
 （☎0137-66-5234）

～ 緑に包まれた心地よい自然の中で ～
● くまいしパークゴルフ場 ●

交 通 安 全 コ ー ナ ー
の～んびりいこうや北海道

夏の交通安全運動夏の交通安全運動

● はぴあ産直市と連携した
　 パン＆スイーツ市が開催されます ●

～ ７月14日（土）オープン！ ～
● 三本杉海水浴場 ●

７月11日（水）～７月20日（金）

７月13日は「飲酒運転根絶の日」

街頭啓発（旗の波運動）
【日　時】７月11日（水）午前10時30分から
　　　　 ※ 雨天中止
【場　所】 国道５号線バイパス
　　　　 高森石油㈱向の海側、
　　　　 役場庁舎裏の２箇所
※ 最寄りの場所でご参加ください
～みんなで参加してドライバーに
 安全運転を呼びかけましょう～

－ 期別運動の視点 －
　観光や夏型レジャー等に伴う事故防止や自動二輪車によ
る事故防止と飲酒運転根絶を図るための活動等を推進

● 飲飲酒運転や居眠りなどの観光・レジャ型の交通事故防
止

●子供と高齢者の交通安全事故防止
●自転車・二輪車の交通事故防止
● 全ての座席のシートベルト・チャイルドシートの正しい

着用

　クアプラザピリカを拠点にして、今金産
黒毛和牛などの地場産品の販売を行い飲食
もできます。また、美利河ダムの見学会、
ダム湖のカヌーツーリング、木工品づくり、
ピリカ遺跡での疑似発掘体験等、ピリカな
らではの体験が楽しめます。ぜひ、この日
は美利河で家族と一緒の大切な時間を過ご
してください。
◎日　時　７月22日（日）午前10時～午後３時
◎場　所　クアプラザピリカ周辺

【お問い合わせ先】
　同実行委員会
 （クアプラザピリカ内☎0137-83-7111）

～ ピリカへ大集ＧＯ！ ～
● ピリカまつり ●
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長万部町×東京理科大学地方創生事業レポート長万部町×東京理科大学地方創生事業レポート長万部町×東京理科大学地方創生事業レポート

　５月29日、長万部小学校の５年生と静狩小学
校の児童の皆さんが、トマトハウスの社会科見学
に来ました。トマトの種類や栽培方法の説明を聞
き、収穫の体験や美味しいトマトをたくさん食べ
ていただきました。

トマトハウスに町内の小学生が社会科見学に来ました！

（有料広告）

　後に、教育長、各小学校の校長先生よりお礼状
をいただいた他、長万部小学校の５年生からは、「ト
マトハウスのみなさんへ」という心のこもったお
礼の冊子もいただきました。

　東京理科大学神楽坂キャンパスの学食および、大学のＯＧ/ＯＢと同窓会組織
のレストラン（理窓会倶楽部）にて、長万部産のトマトを使った期間限定の特別
メニューも作られ、大好評でした。

　５月から町内で販売をしてきましたが、６月中旬に植え替えをしましたので、
現在出荷を停止しております。8月下旬～9月上旬に販売が再開できる予定です。

　地方創生事業の柱の一つである「トマト栽培・販売」の担当組織（企業）は、
以下となっております。今後、トマト事業関連の問い合せはこちらまでお願いし
ます。
　トマト事業関連：長万部アグリ株式会社　☎ 070－4800－6833
　※地方創生事業全般：一般社団法人北海道おしゃまんべ　☎ 080－9001－0079

理科大学食（東京�神楽坂）等でも長万部産トマトが使われました

トマトの植え替えをしました

「トマト栽培・販売」の担当について
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・と　き　　平成30年８月４日（土）
　　　　　　午前10時00分～11時30分
・ところ　　長万部町消防本部前

●●●防災の大切さを体験して学ぼう●●●

　今年も消防フェス2018を上記の日程で開催します。昨年同様各種体験（消防車の乗車・放水・煙・消火器・
ＡＥＤ）等のイベントを予定しています。また、参加者には無料で焼き鳥、焼きそば等の引換券をご用意して
います。夏休みの思い出作りに家族揃って消防署までお越しください。

※食べ物コーナーは数に限りがありますので、お早めにお越しください。火災・災害発生時は中止とさせていただきます。（雨天時一部変更もあります）

みんな
 来てね♪

おしゃまんべ消防フェス2018おしゃまんべ消防フェス2018おしゃまんべ消防フェス2018

■日時　７月７日（土）
　開場 午後５時30分　試合開始 午後６時30分
■場所　長万部町福祉センター
■料金　大人1,500円　小・中学生500円
　　　　幼児無料（保護者同伴に限る）
■チケット購入方法
　商工会、商工会青年部で好評発売中！
【お問い合わせ先】長万部商工会（☎2－2270）

長万部に大好評のプロレスがやってきます！大迫力の闘いを是非間近で体感してください！

■イベント
　☆ 子供向けイベント『リング上でプロレスラー
体験』

　☆スペシャルマッチ『長万部町レスラー対決』
　☆ チャリティ募金
　　（募金額は青少年健全育成協議会へ寄付）
子供から大人まで楽しめる事間違いなし!!
皆様のご来場をお待ちしています！

「2018チャリティプロレスin長万部」の開催！「2018チャリティプロレスin長万部」の開催！
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【毎日の備えが、明日へ繋がる】

自主防災組織をつくりましょう
自主防災組織～地域住民が災害から「自分たちのまちは自分たちで守る」ために活動する組織

　地震などの大規模災害が発生し、道路や電気、水道などが大きな被害を受けると、公共機関の活動能力は大幅に
低下してしまいます。こうした災害のときには、皆さんが「自分の身は自分で守る」行動をとり、「自分たちのま
ちは自分たちで守る」意識のもとに初期消火や救出・救護、避難誘導などを行うことになります。被害の拡大を防
ぐためには、近所の人たちが互いに協力しながら、防災活動に組織的に取り組むことが必要です。

①自助：自分の身は自分で守る
②共助：地域の人たちが助け合う
③公助：行政による地域防災の推進
この３つが連携することが重要と
いわれています。

①自助

②共助 ③公助

 【普段の活動】
①防災知識の普及
②地域の災害危険箇所の把握
③防災訓練の実施
④ 避難行動要支援者の把握、避難場所･避難経路の

確認
⑤防災資器材の備蓄と整理・点検

①まず話し合いを
　 町内会で自主防災組織の必要性などについて協議し

ます。
②地域の同意を得る
　 町内会の総会などで自主防災組織を結成することに

ついて同意を得ます。
③組織構成や規約を決める
　役員や役割分担、規約を決めます。

自主防災組織を設立した町内会は、次の制度を利用できます。
【長万部町避難所等整備事業補助金】
　避難所等の機能確保に必要な次の備蓄品等を整備する場合、予算の範囲内で対象経費の2/3以内（上限額20万円、下
限額10万円）の金額を補助します。
＜補助対象＞
　食料、飲料水、医療品等の救急用品、毛布、寝袋、敷きマット、発電機、ストーブ等の暖房器具
　避難所用間仕切り、簡易トイレ

（例）補助対象備蓄品等を   30万円分購入 → 補助金20万円
 100万円分購入 → 補助金20万円
   15万円分購入 → 補助金10万円
   10万円分購入 → 対象外（補助額が下限額に満たないため）

 【災害時の活動】
①災害情報の収集及び住民への迅速な伝達
②出火防止と初期消火
③ 地域住民の安否確認、避難誘導、避難行動要支援

者への援助
④給食・給水活動
⑤避難所運営の援助

④住民への周知
　 組織が結成されたことを、町内会の集まりや回覧板

などで住民に周知します。
⑤町への報告
　 自主防災組織が設立されたら、規約を町に提出して

ください。

地域防災力地域防災力

自主防災組織

災害が起きたとき、被害を最小限に抑えるために大切なこと

組 織 の 役 割

組 織 の つ く り か た

町 か ら の 支 援
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　平成31年度渡島・檜山管内市町村職員採用資格
試験が、次のとおり実施されます。
■試験区分　一般事務職の初級・上級
■受験資格
　○初　　級　 平成９年４月２日から平成13年４

月１日までに生まれた者
　○上　　級　 昭和63年４月２日から平成９年４

月１日までに生まれた者
■試 験 日　９月16日（日）
■試験会場　公立はこだて未来大学・乙部町民会館
　　　　　　※受験しやすい試験会場を選んでください。
■申込方法
　 　役場総務課に試験案内と申込書を用意しており
ますので、必要事項を記入の上、７月31日（火）
までに同課へ提出してください。

■そ の 他
　 　来年度、長万部町では一般事務職の初級・上級
問わず２名の採用を予定しています。

【お問い合わせ・申込先】
　〒049-3592
　山越郡長万部町字長万部453番地１
　長万部町役場　総務課総務係
　（☎01377－2－2451）

■採用予定人員　200名程度
　男性Ａ区分45名程度、女性Ａ区分10名程度
　※ Ａ区分：学校教育法による大学（短期大学を除
く。）等を卒業した方

　　（平成31年３月末日までに卒業見込みの方を含む。）
　男性Ｂ区分110名程度、女性Ｂ区分35名程度
　※Ｂ区分：Ａ区分以外の方
■受 付 期 間　７月２日（月）から８月24日（金）
■第１次試験日　９月17日（月・祝）
　※第１次試験は、八雲警察署内で受験できます。
■第２次試験日　10月中旬から11月上旬

第２回北海道警察官募集中！ 渡島・檜山管内市町村職員
採用資格試験の受付開始

平成30年度第２回
北海道警察官採用試験実施日程等

◆警察官は道民を守り、被害者を救う◆
　・やりがいのある仕事！
　・様々な知識、資格が役に立つ仕事！

あなたも「大切な家族のため、故郷のため」に
一緒に働きませんか！

～夢、今叶えるとき～～夢、今叶えるとき～

平成30年度防衛省・自衛官等の募集について平成30年度防衛省・自衛官等の募集について
募　集　種　目 資　　格 受付期間 第１次試験日 第２次試験日

一 般 曹 候 補 生 18歳以上
27歳未満の者 ７月１日～９月７日

９月21日～23日
(いずれか１日) 10月５日

航 空 学 生

高卒(見込含)
21歳未満の者

９月17日 10月15日～21日
防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生

９月５日～９月28日

10月20日 11月16日

防衛医科大学校学生 10月27日・28日 11月29日
防 衛 大 学 校
学 生 ( 一 般 ) 11月10日・11日 11月28日

防 衛 大 学 校 学 生
( 推薦・総合選抜 ) ９月５日～９月７日 11月22日・23日 10月26日（推　　薦）

10月19日（総合選抜）

募　集　種　目 資　　格 受　付　期　間 試験日（いずれか1日）

自 衛 官 候 補 生
男子 18歳以上

27歳未満の者
平成31年高校卒業者は
７月１日以降受付開始

他は年間を通じて行っております

９月８日～10日（内１日）
９月16日

９月28日～30日（内１日）女子

詳しい説明及び受験手続き(志願書類など)は、自衛隊函館地方協力本部今金地域事務所までご連絡ください。
☎（0137）82－0258　メールでの資料請求は、recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp　へ
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北海道電力㈱従量電灯Ｂ（平成30年5月現在）から切替した場合

「北ガスの電気」は北海道内で10万件
全ての市町村（離島を除く）でご利用いただいています

多くの施設で「北ガスの電気」をご利用いただいています

従来の電気料金より
「電力量料金単価」が

解約手続きも手数料も一切不要
解約・違約金もかかりません！ 電気に関するご相談は無料です。お気軽にお電話ください。

施設や動力など、ご自宅以外の電気料金の試算も承ります。

北海道ガス株式会社  第二営業部
フリーダイヤル 0120－008－522（平日9:00～17:00）

（有料広告）

海上保安庁では、平成31年４月期採用の学生を募集します。
◆待　　遇
　 　学校は、入学金、授業が一切不要で、学生は入学と同時に国家公務員としての身分を与えられ、月額約
14万の給与やボーナスが年２回支給され、各種福利厚生の給付が受けられます。

◆受験資格

◆申込方法等
　申込方法、試験内容等は下記のホームページをご覧ください。
　海上保安庁ホームページ：http://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/saiyou/bosyu.html
◆申込・お問い合わせ先　函館海上保安部　☎0138－42－1118

◆試験日程

　町では、長万部への移住を検討されている方への情報提供として、空き家・土地などの物件情報を募集しま
す。これは、空き家の利用希望者及び物件所有者の必要に応じ、双方に情報を提供するものです。空き家を所
有等する人で売りたい・貸したいという人は空き家情報を登録しませんか。登録を希望される方は、空き家等
情報登録申請書をまちづくり新幹線課へ提出してください。（申請書は、まちづくり新幹線課にあります。また、
町ホームページからもダウンロードできます）
　なお、町ではトラブル発生時の仲裁、空き家に関する交渉や売買・賃貸借の契約については、一切関与いた
しません。
◎登録している所有者の皆様へ
　現在、町役場ホームページへ掲載登録している物件で、登録申請した日以降に売買等の異動がありましたら、
下記まで連絡ください。掲載を中止します。お手数をお掛けしますがよろしくお願いします。

【お問い合わせ・申請書提出先】　まちづくり新幹線課　新幹線･政策推進係　（☎２－２４５０）

海 上 保 安 学 校 平成30年４月１日で高等学校または中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して５年を
経過していない者。平成31年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者等。

海上保安大学校 平成30年４月１日で高等学校または中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して２年を
経過していない者。平成31年４月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者等。

海上保安学校 海上保安大学校
申 込 用 紙 等 配 付 開 始 日 ６月13日（水）

受付期間
インターネット ７月17日（火）～７月26日（木） ８月23日（木）～９月３日（月）
郵 送・ 持 参 ７月17日（火）～７月19日（木） ８月23日（木）～８月27日（月）

１ 次 試 験 ９月23日（日） 10月27日（土）、10月28日（日）

海上保安大学校・海上保安学校学生募集

～ 空き家・土地などの物件情報募集 ～～ 空き家・土地などの物件情報募集 ～
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～平成30年度の保険料のお支払いと保険証（被保険者証）の一斉更新について～
後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

■７月に保険料額をお知らせします■

◆ 保険料の軽減

　平成30年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。
　《保険料の計算方法》

均　等　割
【１人当たりの額】
50,205円

所　得　割
【本人の所得に応じた額】

（平成29年中の所得－33万円）×10.59％

１年間の保険料
【限度額６２万円】

（100円未満切り捨て）

●１年間の保険料の上限額は、平成30年度から６２万円になります（平成29年度は５７万円）。
●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

＋ ＝

　①　均等割の軽減（年額）
　　⃝軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
　　⃝被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
　　⃝ 昭和28年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに15万円を引いた額で判定

します。

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減後の年間均等割額

33万円かつ被保険者全員が所得０円
　　　（年金収入のみの場合、受給額80万円以下） ９割軽減 【年額】 　5,020円

33万円 8.5割軽減 【年額】 　7,530円

33万円＋(27万５千円×世帯の被保険者数) ５割軽減 【年額】　25,102円

33万円＋(50万円×世帯の被保険者数) ２割軽減 【年額】　40,164円

※平成30年度から、均等割５割軽減・２割軽減の軽減判定所得が拡充されました。

　②　所得割の軽減の見直し
　　⃝ 平成29年度は、一定の所得以下の方について、所得割が「２割」軽減されておりましたが、平成30年度か

ら、「軽減なし」へ変更となりました。

　③　被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　　⃝ この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方については、負担軽減のための特別措置として、

所得割がかからず、均等割が５割軽減となります（50,205円→25,102円）。
　　※ 平成30年度から、被用者保険の被扶養者だった方の均等割の軽減割合が「７割」から「５割」へと変更さ

れました。なお、所得の状況により、均等割の軽減割合が９割、または8.5割に該当することがあります。
　　※ 被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町村の国民

健康保険等は含まれません。
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お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合

〒060-0062　札幌市中央区南２条西14丁目 国保会館６階　☎０１１－２９０－５６０１
町民課　戸籍医療年金係

☎２－２４５３

◆ 保険料のお支払い方法
　保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。
　⃝口座振替を希望される方は、下記までお問い合わせください。
　⃝「年金からのお支払い」から「口座振替」に切り替わる時期は、お申し出の時期により異なります。
　⃝税申告の際の「社会保険料控除」は、お支払いする方に適用されます。
　　（年金からのお支払いの場合、お支払いいただくご本人の社会保険料控除の対象になります）

■保険証が新しくなります■

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります■

　現在ご使用の保険証の有効期限が平成30年７月31日をもって満了となるため、８月
以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、桃色の保険証をご
使用ください。

　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成30年７月31日をもって満了となるため、８月以降は使用できなくな
ります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので、８月１日からは水色の減額認定証をご
使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、町民課戸籍医療
年金係へ申請してください。

○新しい保険証の有効期限は、平成31年７月31日までです。
○ 紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、町民課戸籍医療年金係
までお申し出ください。

新しい保険証は桃色です

新しい減額認定証は水色です

区　分　Ⅱ ○世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
区　分　Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

○世帯全員の所得が０円の方
　（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）
○老齢福祉年金を受給されている方

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

■医療費通知を全受診者へ送付しています■
　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、対象期間に医療機関等
を受診した全ての被保険者の皆様へ送付しています。発送月は、９月下旬と３月上旬の年２回です。
【イメージ図】

※ この通知は皆様の受診状況についてお知らせするもの
で請求書ではありません。
※ この通知は医療費控除の申告手続きで医療費の明細書
として使用することができます。医療費控除の申告に
関することは、税務署にお問い合わせください。

◆ 医療費通知の活用について
○医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
○健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
○診療日数等に間違いがないか確認しましょう。
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犬の登録と狂犬病予防注射は、法律で義務づけられています。
実施しますを巡回 実施しますを巡回 実施しますを巡回

犬の登録および狂犬病予防注射犬の登録および狂犬病予防注射犬の登録および狂犬病予防注射

犬 の 新 規 登 録 用 紙

申 

請 

者

住 所 〒

ふ り が な 電　話
番　号氏 名

犬

所 在 地 ※

種 類 　　　　　　・雑種 毛　色

性 別 名　前

生年月日 体　格 大 ・ 中 ・ 小

避妊・去勢手術の有無 有 ・ 無
※印欄には、申請者の住所と犬の住所が異なる場合のみ記入してください

　平成30年度２回目の狂犬病予防注射と畜犬の登録を、７月23日（月）の一日間で実施します。
　犬を飼っている方で４月に狂犬病予防注射を受けなかった方、また平成７年度以降畜犬登録をされていない方は、
必ず受けてください。
　なお注射は生後91日以上の犬が対象になります。（年１回の注射ですので、４月に受けた犬は対象外です。）
　また、室内犬（小型犬）についても同様の扱いとなります。

登　　　録　　　料 １頭につき 3,000円（登録済みの場合は必要ありません）
狂犬病予防注射代金 １頭につき 3,110円
 （注射料金 2,560円・注射済票交付手数料 550円）

※当日は、つり銭のいらないようにご協力お願いします。
7月23日（月）　　犬の登録・狂犬病予防注射巡回実施行程表

午　
　
　
　
　
前

地　区 場　　　　所 時　　　間
大 町 特別母と子の家前   9：00～  9：05
曙 町 ふれあい公園駐車場前   9：10～  9：15
大 浜 漁村改善センター跡   9：20～  9：25
中ノ沢 中の沢振興会館前   9：30～  9：35
国 縫 国縫振興会館前   9：45～  9：50
平 里 平 里 会 館 前 10：00～10：05
新開町 新 開 寿 の 家 前 10：10～10：20
南栄町 南栄町老人憩の家前 10：25～10：35
高砂町 高砂振興会館前 10：40～10：50
富 野 富野振興会館前 10：55～11：00
陣 屋 陣 屋 生 活 館 前 11：05～11：10
旭 浜 旭 浜 生 活 館 前 11：15～11：20

午　
　
　
　
　
後

地　区 場　　　　所 時　　　間
静 狩 静狩振興会館前 13：15～13：20
共 立 共立第一会館前 13：30～13：35
栄 原 栄 原 会 館 前 13：40～13：45
双 葉 双葉振興会館前 13：55～14：00
本 町

長万部町役場前 14：15～14：25元 町
全 町

☆ 以上の行程の中で都合の良い場所で登録と注射をして
ください。
☆ 往診依頼で注射をする場合は、別途往診料がかかりま
す。（１件につき500円）
☆ 新しく犬を飼い始めた場合や、死亡、移動があった場
合は、必ず町民課生活環境係まで連絡してください。

お問い合わせ：町民課生活環境係
 ☎２－２４５３（内線113）

○ 犬の登録及び狂犬病予防注射巡回は、例年４月と７月の
年２回実施してきましたが、犬の登録数の減や動物病院
での狂犬病予防注射の接種により巡回での接種頭数が
減ってきたため、７月のみの実施にします。
○ 狂犬病予防注射は、これまでどおり年１回の接種ですの
で、巡回会場や動物病院で接種してください。
○ 陣屋町にあるＮＯＳＡＩみなみ（☎２－２６９３）でも、
接種できます。（事前に連絡をしてください。）
○ 動物病院で接種後は役場町民課に領収書と注射済票代
550円を持参の上、交付手続を必ず行ってください。

来年度から犬の登録および
狂犬病予防注射巡回が年１回となります。
来年度から犬の登録および
狂犬病予防注射巡回が年１回となります。

　犬を飼う場合は登録が必要です。犬の登録をする方は
「犬の新規登録用紙」に必要事項を記入し、狂犬病予防
接種の会場へ持参してください。
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町立病院からのお知らせ
◆７月の外来診療についてお知らせします◆

内
　
　
　
　
　
　
　
科

７月２日（月） ３日（火） ４日（水） ５日（木） ６日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

９日（月） 10日（火） 11日（水） 12日（木） 13日（金）
午 前 水間医師（出張医） 水間医師（出張医） 伊 藤 医 師 水間医師（出張医） 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 水間医師（出張医） 伊 藤 医 師 水間医師（出張医）

16日（月） 17日（火） 18日（水） 19日（木） 20日（金）
午 前 海 の 日 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 休 診 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

23日（月） 24日（火） 25日（水） 26日（木） 27日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 岩 永 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師

30日（月） 31日（火） ８月１日（水） ２日（木） ３日（金）
午 前 岩 永 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師 伊 藤 医 師 岩 永 医 師

長万部町立病院では看護師・臨時看護補助員を募集しています。応募される方は、関係書類を添えて提出してください。
区　分 看　護　師 臨時看護補助員

募 集 人 数 若干名 １名
応 募 資 格 看護師の資格を有している方 不要
提 出 書 類 履歴書、（写真貼付・市販用紙可）、資格（免許証）の写し 履歴書、（写真貼付・市販用紙可）
選 考 方 法 書類選考および面接により決定
応 募 期 限 平成３０年　７月２０日（金）
採 用 年 月 日 平成３０年　９月　１日（土） 平成３０年　８月　１日（水）

【お問い合わせ・書類提出先】　長万部町立病院庶務係（☎２－５６１１）

外 

科
月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日

午 前 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師 村 永 医 師午 後 休 診

小
児
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 休 診 出張医（北大） 休 　 診 休 　 診 出張医（北大）午 後

★毎週木曜日の午後は休診となります。
★７月２日（月）から４日（水）までは、午前は滝沢医師（出張医）が担当し、午後は休診となります。
★７月５日（木）、６日（金）、１９日（木）は休診となります。
【内科・外科受付時間】　午前８時30分～11時30分　　午後１時30分～４時

★小児科については、診療開始時間が９時３０分頃からとなります。
★７月17日（火）と24日（火）は健診のため、午後の診療は２時過ぎからとなります。
【小児科受付時間】　午前８時30分～10時30分　午後１時30分～３時30分
【眼　　科】　第３水曜日診療（ただし、祝日等の場合は休診または変更となります。）　【診療時間】午前10時～午後１時
★７月の外来診療日は18日になります。  ★８月の外来診療日は15日になります。
★診療は吉田眼科（函館市）が担当します。  ★診療は予約制で50名までとなります。
※都合により医師の変更または休診となる場合があります。【ご予約・お問い合わせ先】　長万部町立病院　☎２－５６１１
診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。
地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただくなど、適正受診にご協
力をお願いいたします。

★午前・午後の担当医師をよくご確認のうえ、受診願います。
★個人で健康診断を受ける方について、午前は10時30分まで、午後は３時までに来院願います。

看護師・臨時看護補助員　募集のお知らせ

犬の登録と狂犬病予防注射は、法律で義務づけられています。
実施しますを巡回 実施しますを巡回 実施しますを巡回

犬の登録および狂犬病予防注射犬の登録および狂犬病予防注射犬の登録および狂犬病予防注射

犬 の 新 規 登 録 用 紙

申 

請 

者

住 所 〒

ふ り が な 電　話
番　号氏 名

犬

所 在 地 ※

種 類 　　　　　　・雑種 毛　色

性 別 名　前

生年月日 体　格 大 ・ 中 ・ 小

避妊・去勢手術の有無 有 ・ 無
※印欄には、申請者の住所と犬の住所が異なる場合のみ記入してください

　平成30年度２回目の狂犬病予防注射と畜犬の登録を、７月23日（月）の一日間で実施します。
　犬を飼っている方で４月に狂犬病予防注射を受けなかった方、また平成７年度以降畜犬登録をされていない方は、
必ず受けてください。
　なお注射は生後91日以上の犬が対象になります。（年１回の注射ですので、４月に受けた犬は対象外です。）
　また、室内犬（小型犬）についても同様の扱いとなります。

登　　　録　　　料 １頭につき 3,000円（登録済みの場合は必要ありません）
狂犬病予防注射代金 １頭につき 3,110円
 （注射料金 2,560円・注射済票交付手数料 550円）

※当日は、つり銭のいらないようにご協力お願いします。
7月23日（月）　　犬の登録・狂犬病予防注射巡回実施行程表

午　
　
　
　
　
前

地　区 場　　　　所 時　　　間
大 町 特別母と子の家前   9：00～  9：05
曙 町 ふれあい公園駐車場前   9：10～  9：15
大 浜 漁村改善センター跡   9：20～  9：25
中ノ沢 中の沢振興会館前   9：30～  9：35
国 縫 国縫振興会館前   9：45～  9：50
平 里 平 里 会 館 前 10：00～10：05
新開町 新 開 寿 の 家 前 10：10～10：20
南栄町 南栄町老人憩の家前 10：25～10：35
高砂町 高砂振興会館前 10：40～10：50
富 野 富野振興会館前 10：55～11：00
陣 屋 陣 屋 生 活 館 前 11：05～11：10
旭 浜 旭 浜 生 活 館 前 11：15～11：20

午　
　
　
　
　
後

地　区 場　　　　所 時　　　間
静 狩 静狩振興会館前 13：15～13：20
共 立 共立第一会館前 13：30～13：35
栄 原 栄 原 会 館 前 13：40～13：45
双 葉 双葉振興会館前 13：55～14：00
本 町

長万部町役場前 14：15～14：25元 町
全 町

☆ 以上の行程の中で都合の良い場所で登録と注射をして
ください。

☆ 往診依頼で注射をする場合は、別途往診料がかかりま
す。（１件につき500円）

☆ 新しく犬を飼い始めた場合や、死亡、移動があった場
合は、必ず町民課生活環境係まで連絡してください。

お問い合わせ：町民課生活環境係
 ☎２－２４５３（内線113）

○ 犬の登録及び狂犬病予防注射巡回は、例年４月と７月の
年２回実施してきましたが、犬の登録数の減や動物病院
での狂犬病予防注射の接種により巡回での接種頭数が
減ってきたため、７月のみの実施にします。

○ 狂犬病予防注射は、これまでどおり年１回の接種ですの
で、巡回会場や動物病院で接種してください。

○ 陣屋町にあるＮＯＳＡＩみなみ（☎２－２６９３）でも、
接種できます。（事前に連絡をしてください。）

○ 動物病院で接種後は役場町民課に領収書と注射済票代
550円を持参の上、交付手続を必ず行ってください。

来年度から犬の登録および
狂犬病予防注射巡回が年１回となります。
来年度から犬の登録および
狂犬病予防注射巡回が年１回となります。

　犬を飼う場合は登録が必要です。犬の登録をする方は
「犬の新規登録用紙」に必要事項を記入し、狂犬病予防
接種の会場へ持参してください。
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消 費 者 相 談 窓 口

不安をあおり契約させるリフォーム工事の点検商法
【事　例】
　「近くで屋根工事をしていたら、お宅の屋根が傷んでいるように見えたので点検したい」と業者が訪問してきた。
点検した後、業者が撮影した屋根の映像を見せられ、「かなりひどい。このままでは雨漏りするかもしれない。す
ぐに工事をしたほうがいい」と言われた。迷っていると、「たまたま今日この地域に来ているので今でないと契約
出来ない」とせかされ、約40万円の契約をしてしまった。不安になって、やめたいと連絡したが「もうキャンセ
ル出来ない」と怒鳴られた。

【ひとこと助言】
・ 住宅リフォーム工事等の勧誘が目的ということを告げず点検を持ち掛け、不安をあおって契約をせかすという「点
検商法」のトラブルが後を絶ちません。家族や周囲の人も高齢者の様子に気を配りましょう。
・「点検させてほしい」と訪問してくる業者には応対しないようにしましょう。
・ 点検を依頼した場合でも結果をうのみにしないで、冷静に受け止めることが大切です。別の専門家等に確認して、
複数の見積りを取るなど、決してその場で契約しないようにしましょう。
・法定の契約書面を受け取ってから８日以内である等の場合はクーリング・オフにより契約解除が出来ます。
・困ったときは、長万部町役場産業振興課までご相談ください。

◎ 連　絡　先 ◎
役 場 産 業 振 興 課　　　　☎２－２４５５
消費者ホットライン（局番なし） １８８（函館消費者センター又は国民生活センターへ繋がります）

■新幹線に関するお問い合わせやアイデア・ご意見はこちらへ《まちづくり新幹線課》
　◆メールアドレス：m.s-k@town.oshamambe. lg . jp　☎２－２４５０　FAX ２－４８８４
　町HPでの北海道新幹線の情報はこちらでご覧いただけます。http://www.town.oshamambe. lg. jp/modules/politics/category0005.html

Hokkaido Railway Company Series H5

長万部まちづくり推進会議委員を公募します!!

（有料広告）

　北海道新幹線の長万部駅開業を見据え、新幹線を核としたまちづくりや地方創生の推進について、
官民が一体となって検討・協議するため、長万部まちづくり推進会議を設置します。
　各関係団より委員を選任しますが、広く町民の方の意見を反映させるため、一般公募をいたします。
　町のまちづくりに関心がある方の応募をお待ちしています。

【応募条件】　まちづくりに関して知識、経験、関心等があり、町内に居住している方。
【公募期間】　７月２日㈪から７月13日㈮まで（郵送は当日消印有効）
【定　　数】　３名以内
【任　　期】　選任時から２年以内の期間
【決定方法】　公募委員は、定数の範囲内で応募の動機や抱負に基づき、町長が決定します。
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所在地：長万部町役場内
電話：2-2016　FAX：2-2931
相談時間：8:30～17:15（土日祝、年末年始を除く）

認知症サポーター養成講座を開催しました！

日ごろから、ご近所やご家族にひと声かけてから出かけましょう！

　４月22日に、あつまんべを会場に公明党ひまわりグループ
主催で開催しました。参加者は11名でメイトによる講義や
DVD、意見交換をとおして、認知症を理解し、温かい目で見
守る方法について学習を深めました。
　認知症サポーターの証であるオレンジリングを多くの方が身
につけ、認知症の人やその家族の「サポーター」を長万部町内
にどんどん広めていきたいと思います！

◎認知症初期集中支援チームができました！
　今年４月より地域包括支援センターにセンター職員と町立病院が連携し、認知症初期集中支援チームを設置
しました。認知症の方やその家族に対して医療や介護の専門職員により、集中的（最大６か月）に初期支援を
行い、  自立生活のサポートを行います。
　認知症地域支援推進員を配置し、地域における医療や介護の連携を推進していきます。
※養成講座や認知症・介護の相談は、地域包括支援センターまでお問い合わせ下さい。

わたしとまちの第一�歩

【第二弾�おすそわけが地域を救う!０円でできる?!これからの長万部くらし】
☆７月17日(火)　13時30分から16時まで　長万部町福祉センターにて☆
　住み慣れた長万部で生きがいをもって、元気に暮していく為のヒントをみつけてみませんか？みなさん、ぜひいらして下さい。

←通称【気になる木】みなさん見つけてくださいね♬

　こんにちは、LSC草階です。
　みなさんに頂いた、ご意見、お家や地域での困り
ごとをひとつの掲示物にしました。
　現在福祉センター、役場、学習文化センター、ス
ポーツセンターと巡回します。
　見かけたらぜひ、みなさんのご意見も一筆よろし
くお願いします。

Let's 所在地：長万部町社会福祉協議会
電　話：６－７７１１
時　間：８：30～17：15
　　　　（土日祝、年末年始を除く）
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　厚生年金・国民年金等の相談
▶日時　７月３日（火）・８月７日（火）
　①10：30～12：00　②13：00～15：30
▶場所　役場２階会議室
※ ３日前までに町民課戸籍医療年金
係に要予約（☎2－2453）
※ 枠に限りがございますので、ご了
承願います。
※ 相談月の２ヶ月前から予約を受け
付けております。（30年９月分の
年金相談は７月から予約受付開始）

相 談

■年金相談

■知的障がい者相談
　知的障がいのある方の悩み相談
▶日時　７月10日（火）13：30～15：30
▶場所　役場１階相談室
◎知的障がい者相談員
　武澤　信行　（☎2－2155）

■登記･法律無料相談

■函館弁護士会無料法律相談

　毎月１回、函館司法書士会から司法
書士が派遣されて、不動産や会社の登
記、金銭、財産、遺言、後見人および
訴訟等の無料相談を開設しています。
▶日時　７月19日（木）13:00～15:00
▶場所　役場会議室
◎相談員
　井上正範司法書士（長万部町）
【お問い合わせ先】
　税務課（☎2－2452）

　函館弁護士会では、毎月第２・第４
金曜日に八雲町で法律相談を行って
いますので、ぜひご利用ください。
　予約制・先着順なので事前に函館弁
護士会までご連絡ください。
▶日時　７月13日（金）・27日（金）
　　　　13:00～16:00（各相談時間30分）
▶場所　はぴあ八雲
【お問い合わせ先】
　函館弁護士会（☎0138－41－0232）

お 礼

■寄付
　次の方々より、寄付がありました。
　紙上をかりて厚くお礼申し上げます。
  (敬称略)
◆長万部町社会福祉協議会へ
・田中　　剛（静狩）  20,000円
　〈香典返しに替えて〉
・伊藤百合子（栗岡）  30,000円
　〈香典返しに替えて〉
・金谷　秋弘（陣屋町）  50,000円
　〈香典返しに替えて〉
◆長万部長愛会へ
・吉田　睦史（富野）  100,000円
　〈一般寄付金として〉
◆デイサービスセンターへ
・吉田　マサ　吉田　スミ（平里）
  100,000円
　〈一般寄付金として〉

■町職員（社会福祉士）募集

■臨時公園受付軽作業員募集

　町では、次により職員を募集します。
　応募される方は、関係書類を申込
期限までに提出してください。
▶職務内容　社会福祉に係る業務
▶採用人数　１名
▶受験資格
　① 社会福祉士の資格を有する方ま
たは取得見込みの方

　②普通自動車運転免許取得者
　③長万部町内に在住できる方
▶待　　遇　長万部町給与条例による
▶採用年月日　平成30年10月１日
▶提出書類
　①履歴書（市販用紙可）
　② 社会福祉士の資格を証明する書
類の写しまたは取得見込証明書

　③普通自動車運転免許証の写し
▶応募期限　平成30年７月27日（金）
　〈郵送の場合は、7月27日消印有効〉
▶選考方法
　 書類審査および面接により決定
　（平成30年８月中旬予定）
▶試験場所　長万部町役場
【お問い合わせ・申込先】
　〒049－3592
　山越郡長万部町字長万部453番地１
　長万部町役場　総務課総務係
　（☎01377－2－2000）

　町では、公園の管理業務に従事す
る臨時公園受付軽作業員を募集しま
す。
▶職務内容
　 接客業務（受付・料金徴収）、施設
清掃、花壇整備等の軽作業
▶採用人数　１名
▶提出書類
　①履歴書（写真貼付、市販用紙可）
　②普通自動車運転免許の写し
▶応募期限
　平成30年７月13日（金）
　《郵送の場合は必着》
▶選考方法
　 書類審査および面接により決定
▶採用年月日
　 平成30年７月25日 （将来とも正
職員としての身分にはなれません）
▶その他
　 　パソコン（エクセル等）の基本
操作ができること。業務にあたり
普通自動車を運転することがあり
ます。町内在住者であればなお可

【お問い合わせ・申込先】
　〒049－3592
　山越郡長万部町字長万部453番地１
　長万部町役場　総務課総務係
　（☎01377－2－2000）

求 人■介護認定調査員募集
　町では、介護保険の認定調査に従事
する方を募集します。
　応募される方は、関係書類を提出し
てください。
▶業務内容
　 要介護認定等の申請に基づき、高齢
者の自宅や入院先などで要介護認
定調査を実施、調査内容を「認定調
査票」に記載して町に提出します。

▶資 格 等
　次に掲げる項目の全てを満たす方
　① 保健・福祉・医療に関する資格を
有する方

　② 介護サービスを提供する事業所に
所属していない方

　③ 認定調査員研修を修了している
方または今後実施する同研修を
受講できる方

▶募集人数　若干名
▶報　　酬　１件あたり4,000円
▶提出書類
　・履歴書または身上書
　　（市販用紙可。要写真添付）
　・ 保健・福祉・医療に関する資格を
有することが証明できる書類の写
し

▶選考方法　書類選考により決定
【連絡・お問い合わせ先】
　保健福祉課介護障がい者支援係
  （☎2－2454）

■臨時保育士募集
　町では、町立さかえ保育所で保育に
従事する臨時保育士を随時募集して
います。
　応募される方は下記までお問い合わ
せください。
【お問い合わせ・申込先】
　町立さかえ保育所（☎2－4006）

■行政相談
　身近な話題で、行政にご要望はあり
ませんか？
▶日時　７月12日（木）13：00～15：00
▶場所　役場２階小会議室
◎行政相談委員
　小野　幸子　（☎2－2165）

■人権相談
　人権問題・家庭問題などの悩みはあ
りませんか？
　電話等で相談に応じています。
◎人権擁護委員
　井上　正範（☎2－5325）
　石垣　聖子（☎2－2351）
　小野　雄二（☎2－2165）



29

（有料広告）

■ガス・上下水道の検針日

17日（火） 18日（水）
19日（木） 20日（金）

区　　分 基本料金
調整単位料金(㎥)

Ａ群０～13㎥ 1,050円
385円20銭

Ｂ群14～57㎥ 1,700円
331円10銭

Ｃ群58㎥以上 4,500円
279円90銭

　７月の水道・ガス・下水道の検針日
は、次のとおりです。

■ガス料金表（税抜額）

生 活

行事・催し物

■ 北海道医療給付事業更新申
請のおしらせ

　北海道医療給付事業（重度心身障
がい者、ひとり親家庭等、乳幼児等
医療給付事業）で、現在お持ちの受
給者証の有効期限は７月31日となっ
ております。対象者の方には更新申
請書を送付しておりますが、まだ更
新申請手続きをされていない方は、
お早めに手続きをお願いします。
※ いずれの事業も所得制限限度額が
あり、限度額以上の場合は該当に
なりませんので、詳しくは下記ま
でお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
　町民課戸籍医療年金係
  （☎2－2453）

■ ７月は社会を明るくする運
動の強調月間です

　「社会を明るくする運動」は、すべ
ての国民が犯罪や非行の防止と犯罪
を犯した人たちの更正について理解
を深め、それぞれの立場で力を合わせ、
犯罪や非行のない明るい社会を築こ
うとする全国的な運動です。
【行動目標】
① 犯罪や非行をした人たちの立ち直
りを支えよう
② 犯罪や非行に陥らないよう地域社
会で支えよう
③ これらの点について、地域社会の
理解が得られるよう協力しよう
長万部地区推進委員会では
・ ７月５日（木）14:30分から内閣
総理大臣、北海道知事メッセージ
の伝達式
・ その他　「ふれあい広場」でのＰＲ
活動や町内６か所への縦看板設置
によるＰＲ、各公共施設等へ啓発
ポスターの掲示、駅横駐車場へ「の
ぼり」を設置するなどの活動を行
います。

■ふれあい広場の開催
　例年実施のふれあい広場を下記日
程で開催いたします。
　沢山のみなさまのご参加をお待ちし
ております。
▶日時　７月28日（土）午前10時（予定）
▶場所　福祉センター
▶内容　 体験広場、ふれあいの店、そ

の他イベント（チャリティー
ビンゴ等

　※ 詳しい内容については後日チラシ
でお知らせいたします。

【お問い合わせ先】
　長万部町社会福祉協議会
  （☎6－7711）

■7月12日は長万部町防災の日
　平成５年７月12日に発生した北海
道南西沖地震により、長万部町はかつ
てないほどの大被害を経験しました。
未曽有の災害に対し、当時の惨状を改
めて思い起こすとともに、広く町民の
皆さんに防災意識を高めてもらい、災
害に対する備えの一層の充実強化を図
るため「長万部町防災の日」を定めた
ものです。
◆ 災害パネル展を開催します ◆
　７月５日（木）から19日（木）まで、
学習文化センターロビーにおいて、災
害時の写真や防災備蓄品等を展示す
る「災害パネル展」を開催します。
　みなさん、お誘い合わせの上ご来場
ください。

■献血は身近なボランティア！
　移動献血車「ひまわり号」が７月
11日（水）に来町しますので、ご協力
ください。
《献血車移動工程》
◆福祉センター前  9:00～10:00
◆特別母と子の家前  10:20～11:20
◆役場前  12:40～14:30
◆東京理科大学前  15:00～16:00

■７月の優良運転者講習
▶日時　７月19日（木）18:30～
▶場所　福祉センター
ご注意　長万部町で講習を受ける場
合は、必ず事前に八雲警察署で手続き
を行ってください。

■災害義援金募集のお知らせ
　みなさまのご支援をお願いします！
◎東日本大震災義援金
　受付期間：平成31年３月31日まで
　 3,568,853円（６/20現在） 
◎平成28年熊本地震災害義援金
　受付期間：平成31年３月31日まで
　 599,734円（６/20現在） 
◎九州北部地方大雨災害義援金
　（平成29年７月５日からの大雨災害）
　受付期間：平成30年９月28日まで
　 85,131円（６/20現在） 
※ 上記の各義援金の金額は窓口およ
び募金箱の合計金額です。

◎受付窓口　保健福祉課 （☎2－2454）
　（日本赤十字社長万部町区分）

■老人福祉センター休館日
７/５（木）・７/12（木）・７/17（火）
７/19（木）・７/26（木）・８/２（木）

■今月の納期（町税・保険料）
固 定 資 産 税 第２期
国民健康保険税 第２期
介 護 保 険 料 第１期
後期高齢者医療保険料 第１期

▶納期限　７月31日◀
　町税や保険料の納付は便利な口座振
替の利用をおすすめします。



30

介護保険料のお知らせ＝年金は世代と世代の支え合い＝
町民課戸籍医療年金係 （�２－２４５３） 

函館年金事務所国民年金課 （�０１３８－５６－１１６５） 
お問い合わせ先

国民年金掛け金免除制度には
・「全額免除」　・「４分の３免除（４分の１納付）」
・「半額免除（半額納付）」・「４分の１免除（４分の３納付）」
� の４種類があります。

※全額免除以外の一部免除の場合、納付すべき
一部の掛け金を納付しないと、その期間の免
除が無効（未納と同じ）となってしまいます。
将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、
障害や死亡といった不慮の事態が生じた場
合に、年金を受け取ることができなくなる場
合がありますのでご注意ください。

◆免除が承認された場合の納付額

毎月の納付額
全 額 免 除 な　　　　し
４ 分 の ３ 免 除 （４分の１納付） 　４，０９０円
半 額 免 除 （半 額 納 付） 　８，１７０円
４ 分 の １ 免 除 （４分の３納付） １２，２６０円

◎50歳未満の方には「納付猶予制度」、学生の方には「学生納付特例制度」があります
　納付猶予・学生納付特例の承認を受けた期間は、将来受ける年金の受給資格期間には算入されますが、年金額
には反映されません。
　そこで、これらの期間の掛け金は、承認後10年以内であれば、経過期間に応じた加算額を上乗せして後から
納付できます。

事　　業　　名　　称 契　　約　　業　　者 契約金額
（税込・円）

予定価格
（税込・円）

落札率
（％）

参　加
業者数

工　　期
（納期）

南 栄 町 老 人 憩 の 家 屋 根 修 繕 工 事 株式会社　佐 々 木 建 業 5,832,000 5,983,200 97.47 ７社 H30. ７.13

町営住宅中部団地安全柵修理工事 株式会社　城北工業長万部支店 6,642,000 6,696,000 99.19 ６社 H30. ８.31
森 林 整 備 セ ン タ ー 分 収 林 風 倒 木
整 理・ 地 拵・ 植 栽 事 業 山 越 郡 森 林 組 合 34,538,400 35,532,000 97.20 ３社 H30.12.21

町営住宅中部団地非常灯交換工事 株式会社　吉 村 電 設 1,782,000 1,836,000 97.06 ３社 H30. ６.22
長 万 部 町 学 校 給 食 セ ン タ ー
破 砕 装 置 更 新 工 事 株式会社　佐 々 木 配 管 5,562,000 5,724,000 97.17 ３社 H30. ８.20
長 万 部 町 一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場
環 境 測 定 等 委 託 業 務 野 外 科 学 株 式 会 社 1,836,000 1,917,000 95.77 ６社 H31. ３.15
長万部町防災行政情報伝達システム
整 備 事 業 実 施 設 計 等 委 託 業 務 契約辞退 9,363,136 56.52 ３社 H31. ３.31

災 害 時 備 蓄 品 購 入 株式会社　ム ラ カ ミ 1,483,704 1,578,150 94.02 ５社 H30.11.30

入 札 結 果 ５月17日分

事　　業　　名　　称 契　　約　　業　　者 契約金額
（税込・円）

予定価格
（税込・円）

落札率
（％）

参　加
業者数

工　　期
（納期）

長 万 部 中 央 跨 線 橋 修 繕
調 査 設 計 業 務 委 託 株式会社　帝 国 設 計 事 務 所 33,480,000 35,002,800 95.65 ８社 H31. ２.28

町 立 病 院 受 変 電 設 備 改 修 工 事 株式会社　明 和 電 設 3,116,880 3,240,000 96.20 ３社 H30. ９.28

町立病院暖房用ボイラー缶体取替工事 株式会社　佐 々 木 配 管 3,402,000 3,790,800 96.80 ３社 H30. ９.28

５月31日分

国民年金の免除制度を
ご利用ください！
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まちのカレンダーまちのカレンダー戸 籍 の 窓戸 籍 の 窓戸 籍 の 窓

〔５月15日～６月14日受付分〕（敬称略）

いつまでも おしあわせに

おくやみ もうしあげます
　氏　　　名　　 年齢　　 月　日  住　所

世　帯  3,116世帯
人　口  5,557 人
　男  2,621 人
　女  2,936 人
前月比  16 人
  （５月31日現在）

この広報誌は再生紙を使っています。
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８ 月 事　業　名　等 会　　場 時　間
1 水 ◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
2 木 ◆健康相談（中の沢） 中 の 沢 振 興 会 館 10:00～11:30

３ 金
◆糸かけ曼荼羅アート展【特別体験ワークショップ】 学習文化センターロビー 10:00～
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター講堂 14:45～15:45

4 土 ◆特定健診･健康診査･胃がん･肺がん･大腸がん･前立腺がん･肝炎検診 ふれあい健康センター 12:45～13:30
◆おしゃまんべ消防フェス2018 長万部町消防本部前 10:00～11:30

５ 日
6 月
7 火 ◆年金事務相談 役 場 ２ 階 会 議 室 10:30～12:00

13:00～15:30
８ 水

7 月 事　業　名　等 会　　場 時　間
１ 日
２ 月
３ 火 ◆年金事務相談 役 場 ２ 階 会 議 室 10:30～12:00

13:00～15:30

４ 水 ◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:00～11:30
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

５ 木

６ 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター講堂 14:45～15:45

７ 土 ◆2018チャリティプロレスin長万部 福 祉 セ ン タ ー 17:30～
８ 日
９ 月
10 火 ◆知的がい者相談 役 場 １ 階 相 談 室 13:30～15:30

11 水

◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:00～11:30
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30
◆がやがや運動教室（旭浜） 旭 浜 生 活 館 13:30～15:00

◆移動献血車「ひまわり号」来町

福 祉 セ ン タ ー 前 9:00～10:00
特別母と子の家前 10:20～11:20
役 場 前 12:40～14:30
東 京 理 科 大 学 前 15:00～16:00

12 木 ◆健康相談（中の沢） 中 の 沢 振 興 会 館 10:00～11:30
◆行政相談 役場２階小会議室 13:00～15:00

13 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター講堂 14:45～15:45

14 土
15 日
16 月 海の日

17 火 ◆１歳６ヶ月児･３歳･５歳児健康診査 ふれあい健康センター 13:00～13:30
◆長万部町地域支え合い懇談会 福祉センター講堂 13:30～16:00

18 水 ◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:00～11:30
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

19 木 ◆登記・法律無料相談 役 場 会 議 室 13:00～15:00
◆優良運転者講習 福 祉 セ ン タ ー 18:30～

20 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター講堂 14:45～15:45

21 土
22 日 ◆Ｂ＆Ｇ会長杯長万部町少年水泳大会＆プール祭 Ｂ＆Ｇ海洋センター 13:00～
23 月 ◆健康教室（大浜） 大 浜 振 興 会 館 10:00～11:30
24 火 ◆乳幼児健康診査・乳幼児健康相談・BCG接種 ふれあい健康センター 12:45～13:30

25 水 ◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 高 砂 振 興 会 館 9:00～11:30
◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00～11:30

26 木 ◆エキノコックス検診 長 万 部 町 立 病 院 11:00～11:30

27 金
◆まる元運動教室体験会（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00～11:00
◆まる元運動教室体験会（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00～14:00
◆まる元運動教室体験会（字長万部） 福祉センター講堂 14:45～15:45

28 土 ◆ふれあい広場 福 祉 セ ン タ ー 10:00～
◆第２回いきいき大学 学習文化センター文化ホール 10:30～

29 日 ◆糸かけ曼荼羅アート展【８月３日まで】 学習文化センターロビー 10:00～18:00
◆まんべくんお誕生会 インフォまんべ前 13:00～16:00

30 月
31 火

　 夫 の 氏 名　　　  妻 の 氏 名　　  届出日
５月�22日藤　井　亮　吾 濱　野　夏　美

工　藤　フミヱ
田　中　ツルヨ
丹　尾　芳　吉
伊　藤　ハルミ
金　谷　チアキ

５月16日
５月20日
５月23日
６月�２日
６月�２日

高砂町
静　狩
高砂町
栗　岡
陣屋町

91歳
96歳
89歳
95歳
87歳

おたんじょう おめでとう
　お な ま え　　　　生まれた月日　父母の名  住　所

高　田　　　恋
れん

５月９日 国　縫　大
　愛男の子
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郵便局員による町内ごみ拾い活動（５月27日）　今年も町内
の郵便局の社員とその家族が町内の清掃活動を行いました。

長万部高等学校オープンスクール（６月15日）進学の意識
を高める目的として、 部活動紹介や体験授業が行われました。

6/2　長万部小学校運動会

6/16　さかえ保育所運動会

6/17　いずみ保育園運動会
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